
麹
氏
高
昌
園
に
お
け
る
王
令
と
そ
の
停
蓬

1
1
l
下
行
文
書
「
符
」
と
そ
の
書
式
を
中
心
と
し
て
1

1

白

は

じ

め

に

一
文
献
史
料
に
見
え
る
高
昌
園
の
王
言
と
そ
の
俸
遼

二
出
土
文
書
に
見
え
る
高
畠
王
の
「
令
」

三
玉
令
の
停
遼

l
門
下
的
官
制
機
構
か
ら
向
書
的
官
制
機
構
へ
1

四
高
昌
園
に
お
け
る
「
符
」

五
出
符
と
そ
の
記
録

お

わ

に
t主

りじ

須

湾

県

め

-141ー

麹
氏
高
昌
園
ハ
五

O
一
J
六
四

O
、
以
下
「
高
昌
園
」
〉
は
、
中
園
の
南
北
朝
惰
唐
時
代
に
園
を
保
っ
た
西
域
の
小
さ
な
王
園
で
あ
る
。
陪
が
「
そ

〈

1
〉

の
風
俗
政
令
は
華
夏
と
ほ
ぼ
同
じ
」
と
み
、
唐
も
「
圏
中
の
署
は
官
践
を
置
く
に
、
わ
が
百
僚
に
準
ず
」
と
み
な
し
た
よ
う
に
、
王
園
の
政
令

や
官
制
機
構
は
中
園
の
王
朝
を
模
倣
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
園
王
の
出
言
を
園
家
意
思
と
し
て
定
立
し
そ
れ
を
停
達
す
る
シ
ス

573 

書
群
(
吐
魯
番
出
土
文
書
)

テ
ム
も
中
園
王
朝
に
倣
っ
て
整
え
ら
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
本
稿
は
、
こ
の
王
園
の
故
地
・
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
地
域
か
ら
大
量
に
出
土
し
た
文

ハ
2
)

そ
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

に
よ
っ
て
、



574 

文
献
資
料
に
見
え
る
高
昌
園
の
王
言
と
そ
の
停
達

延
和
十
一
年
(
隔
の
大
業
八
年
、
六
一
二
)
の
多
、
惰
か
ら
鯖
園
し
た
高
昌
園
八
代
王
麹
伯
雅
は
、

し
た
。
そ
れ
は
惰
の
場
一
帝
の
嘉
す
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
と
い
う
。

胡
装
(
燐
髪
胡
服
)
を
禁
止
す
る
命
令
を
下

〔
高
昌
王
麹
伯
雅
〕
令
を
圏
中
に
下
し
て
日
く
「
:
:
:
今
、
大
惰
統
御
し
、
宇
宙
卒
一
に
し
て
、
普
天
・
率
土
、
斉
し
く
向
わ
ざ
る
は
な

べ
ん
ば
っ

し
。
孤
〈
官
同
昌
王
の
自
稽
)
は
、
既
に
和
風
に
泳
浴
し
、
大
化
を
均
し
く
す
る
こ
と
を
庶
う
。
そ
れ
庶
人
以
上
は
、
皆
宜
し
く
、
掃
を
解
き

s
a
q
h
y
 

て
柾
を
削
る
ベ
し
。
」
と
。
一
帝
(
煽
帯
)
聞
き
て
甚
だ
こ
れ
を
善
し
、
詔
を
下
し
て
日
く
「
・
:
:
〔
左
〕
光
稔
大
夫
〔
車
師
太
守
〕
弁
園
公

す
そ

高
昌
王
伯
雅
、
識
量
は
鰹
遠
に
し
て
、
器
懐
は
温
裕
な
り
0

・
:
:
こ
こ
に
お
い
て
綾
を
襲
ね
て
捕
を
解
き
、
在
を
制
り
て
裾
を
曳
く
。
夷

(

3

)

 

な
お
製
造
の
式
を
班
つ
ベ
し
。
:
:
:
」
と
。

を
餐
じ
て
夏
に
従
い
、
義
は
前
載
よ
り
光
け
り
。
衣
冠
の
具
を
賜
い
、

と
あ
る
の
は
『
陪
書
』
巻
八
三
高
昌
俸
が
記
す
そ
の
経
緯
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
高
昌
王
が
下
し
た
王
言
を
「
令
」
、

惰
の
皇
帝
の
そ
れ

-142ー

を
「
詔
」
と
書
き
分
け
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
惰
は
、

〔左
〕
光
旅
大
夫

・〔
車
師
太
守
〕

・
弁
園
公
・
高
昌
王
に
加
封
し
た
外
藩
の
君

主
の
王
言
は
、

「
詔
」
で
は
な
く
「
令
」
と
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

イ
ン
ド
に
向
か
っ
た
玄
笑
法
師
が
伊
吾
〈
東
部
天
山
南
畿
の
ハ
ミ
)

に
到
達
し
た
時
(
六
二
七
年
、
麿
の
貞
観
元
年
ご
ろ
か
〉
、

高
昌
王
麹
文
泰

(
麹
伯
雅
を
縫
い
だ
九
代
王
)
の
使
者
と
遭
遇
し
た
。

『
大
唐
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
俸
』
巻
一
は
、

そ
の
後
の
彼
の
動
向
を
次
の
よ
う
に
侍
え
て

い
る
。

(
教
)

王
〔
麹
文
泰
〕
聞
き
即
日
使
を
渡
し
伊
吾
王
に
勅
し
て
〔
玄
突
〕

法
師
を
来
ら
し
む
。

こ
こ
に
お
い
て

〔
法
師
〕
途
に
行
き
て
南
蹟

を
渉
り
、
六
日
を
経
て
高
昌
の
界
の
白
力
城
に
至
る
。
:
:
す
な
わ
ち
、
そ
の
夜
の
鶏
鳴
の
時
を
以
て
玉
城
に
到
る
。
門
司
王
に
思
し
、

(
救
)

王
は
勅
し
て
門
を
聞
く
。
法
師
入
城
す
。
:
:
:
護
目
、
王
は
諸
信
・
大
臣
・
百
姓
ら
と
都
を
傾
け
て
迭
り
、
城
西
に
出
ず
。
:
:
:
妃
及
び

(
教
)

百
姓
ら
に
勅
し
て
還
ら
し
め
、
自
ら
は
大
徳
己
下
お
の
お
の
乗
馬
し
て
迭
る
こ
と
数
十
里
に
し
て
蹄
る
。
」
(
『
大
正
大
蔵
経
」
巻
五
十
所
牧
〉



(
4〉

こ
れ
に
よ
れ
ば
高
昌
王
の
命
令
は
、
郷
園
伊
吾
の
王
に
劃
し
て
も
、

王
城
ハ
高
畠
城
〉
の
門
司
、
百
姓
に
劃
し
て
も
「
敷
す

(

5

)
 

る
」
と
い
う
語
に
よ
っ
て
俸
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
博
聞
で
は
な
く
玄
突
の
嘗
地
に
お
け
る
直
接
瞳
験
で
あ
る
。
注
目
し
た
い
。

高
昌
王
の
王
言
を
「
令
」
、

ま
た
王
の
妃
、

こ
の
よ
う
に
嘗
時
の
様
子
を
停
え
る
信
頼
度
の
高
い
二
つ
の
編
纂
資
料
は
、

高
昌
王
の
命
令
の
停
達
を
「
敷
す

る
」
と
記
し
て
い
た
。
高
昌
園
の
王
言
と
そ
の
惇
達
の
あ
り
方
を
探
ろ
う
と
す
る
今
、
認
識
し
て
お
き
た
い
文
献
資
料
で
あ
る
。

出
土
文
書
に
見
え
る
高
昌
王
の
「
令
」

吐
魯
番
出
土
文
書
は
、
高
昌
王
の
自
稽
は
「
朕
」
で
は
な
く
「
孤
」
、
他
稽
は
「
陛
下
」
で
は
な
く
「
殿
下
」
、
臣
下
の
「
奏
」
に
劃
す
る
裁

(
6〉

可
の
語
は
「
可
」
や
「
聞
」
で
は
な
く
「
諾
」
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
事
買
は
、
高
昌
主
の
王
言
を
「
令
」
と
み
な
し
た
『
惰

書
』
の
記
載
に
つ
い
て
も
、
出
土
文
書
に
も
と
づ
く
新
た
な
検
謹
を
要
求
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
吐
魯
番
出
土
文
書
の
な
か
か
ら
高
昌
王
の

王
言
に
係
わ
る
文
書
を
ま
ず
検
索
し
て
み
よ
う
。

(

7

)
 

資
一
「
延
昌
六
年
(
五
六
六
〉
呂
阿
子
の
欝
」
に
劃
す
る
高
昌
王
の
令
を
俸
え
た
文
書
〈
録
『
文
書
』
四
加
二
四
七
頁
、
園
『
文
書
』
武
一
四
O
頁〉

〔

践

〕

〔

月

〕

〔

歳

)

〔
月
〕

-
延
昌
六
年
丙
民
口
口
口
八
日
、
呂
阿
国
延
昌
六
年
丙
戊
口
口
口
八
日
、
目
阿
子
の
辞
。
呂
阿
子
は
身
分
が
低
く
財

2
辞
。
子
以
人
徴
、
産
口
砂
少
、
見
康
口
産
も
大
出
現
少
な
い
た
め
、
康
口
が
桑
と
ブ
ド
ウ
畑
を
一
カ
所
に
所
有
し
て

(

葡

萄

)

〔

脅

〕

3
有
桑
・
蒲
桃
一
園
、
口
求
買
取
。
伏
願

91v 

duτ 

い
る
の
を
み
て
買
い
取
り
た
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

ど
う
か
殿
下

4
殿
下
照
蛮
所
請
。
謹
僻
。

中
丘
ハ
参
軍
張
智
蕎
停

(
園
王
〉
が
こ
の
願
い
に
配
慮
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
謹
ん
で
申
し
上
げ
ま

6
今
日
聴
買
取
。

す
中
兵
参
軍
の
張
智
需
が
、

「
〔
王
の
〕
令
(
す
な
わ
ち
〉
買
い
取
り
を
聴

せ
。
」
を
停
え
る
。

575 

資

「
延
昌
十
七
年
(
五
七
七
)
史
天
済
の
僻
」
に
劃
す
る
高
昌
王
の
令
を
俸
え
た
文
書
(
録

『
文
書
』

四
筋
二
四
八
頁
、

園

『
文
書
』
武
一

四一
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頁
)

〔
延

国

十

〕

1
口
口
口
七
年
丁
酉
歳
正
月
十
七
日
、
史
天
済
辞
。
済
口
口

2
口
薄
、
匿
乏
非
一
。
今
見
任
有
蹄
有
常
国
少
敵
於
外
、
口

3
口
惟

4
口
顔
、
持
済
貧
窮
、
麗
口
口
取
、
以
矯
永
業
。
謹
画
。

5

口
下
校
郎
高
慶
口
停

、

〔
輿
〕〔
取
〕

6

会』
一聴目。

〔
延

国

十

)

口
口
口
七
年
丁
酉
歳
正
月
十
七
日
、
史
天
慣
の
酔
。
史
天
済
は
〔

カ1

と
ぼ
し
く
貧
し
き
こ
と
ひ
と
か
た
で
あ
り
ま
せ
ん
。

い
ま
任
狗
蹄
が
常
国

少
畝
を
外
に
所
有
す
る
の
を
見
て
、

〕
ど
う
か
〔
慈
〕
顔
(
園
玉
)

" 

が
貧
窮
を
あ
わ
れ
と
思
い
、
そ
の
地
を
買
い
取
っ
て
永
業
(
私
有
地
〉
と
す

る
こ
と
を
お
許
し
下
さ
い
。
謹
ん
で
申
し
上
げ
ま
す
。

口
下
校
郎
の
高
慶
が
、

「
〔
王
の
〕

A
官、

(
す
な
わ
ち
)
買
い
取
り
を
聴

せ
。
」
を
侍
与
え
る
。

一
九
七
二
年
、
高
昌
城
の
北
域
の
ア
ス
タ
ー
ナ
古
墳
群
の
一
五
二
競
墓
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
、
紙
の
軽
(
副
葬
品
〉
か
ら
取

(

8

)

 

り
出
さ
れ
た
「
令
」
と
大
書
す
る
同
類
文
書
五
貼
の
う
ち
の
二
貼
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
録
文
の
公
開
に
先
だ
っ
て
い
ち
早
く
園
版
が
公
に
さ
れ

(
9〉

た
よ
う
に
、
嘗
初
か
ら
注
目
さ
れ
た
文
書
で
あ
司
た
。
別
筆
で
大
書
さ
れ
た
「
令
」
字
が
高
昌
王
の
親
童
と
直
感
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ

(
叩
)

の
他
に
も
、
王
令
と
推
察
さ
れ
る
「
令
」
字
を
記
し
た
文
書
は
数
貼
確
認
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
「
令
」
以
外
、
た
と
え
ば
「
詔
ハ
制
)
」
や

(

孔

)

「
敷
」
に
相
嘗
す
る
よ
う
な
文
書
は
見
い
だ
せ
な
い
。
高
昌
園
の
王
言
と
し
て
「
令
」
だ
け
を
取
り
あ
げ
る
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。

資

一
・
ニ

は、

-144ー

さ
て
「
令
」
字
を
大
書
し
た
資

一
・
こ
は
、
ど
の
よ
う
な
性
格
の
文
書
で
あ
ろ
う
か
。

一
見
難
解
に
は
見
え
な
い
文
書
で
あ
る
が
、
引
用
に

嘗
た

っ
て
施
さ
れ
た
句
讃
貼
が
、
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
留
意
の
必
要
が
あ
ろ
う
。
研
究
者
の
文
書
理
解
に
、
微
妙
な
差
異

が
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
資

一
・
ニ

の
讃
み
方
か
ら
再
検
討
し
て
み
よ
う
。

〔
歳
〕
〔
月
)

資

一
・
こ
を
、
「
延
昌
六
年
丙
民
口
口
口
八
日
、
呂
阿
国
僻
。
:
:
:
謹
辞
。
中
兵
参
軍
張
智
蕎
俸
。
令

〔門
U

〔
買
〕
〔
取
〕

歳
正
月
十
七
日
、
史
天
済
僻
0

・
:
謹
辞
。
口
下
校
郎
高
慶
俸
。
令
聴
口
口
。
」
の
よ
う
に
「
俸
」

・
「
令
」
二
字
の
聞
に
句
貼
を
加
え
て
譲

(

ロ

〉

む
の
と
、

責
一

、
資
ニ
と
し
て
例
示
し
た
よ
う
に
句
貼
を
加
え
な
い
で
誼
む
の
と
で
は
、
ず
い
ぶ
ん
と
理
解
が
異
な
っ
て
く
る
。
句
貼
を
加
え

聴
買
取
。
」
、

〔
延
国
十
υ

「
口
口
口
七
年
丁
酉



(

日

)

て
讃
む
と
、
そ
れ
は
呂
阿
国
や
史
天
済
の
僻
を
中
兵
参
軍
張
智
蕎
や
口
下
校
郎
高
慶
が
直
接
に
高
昌
王
(
殿
下
)
に
停
え
、

高
昌
王
は
そ
れ
に

「
令
」
と
大
書
し
て
買
い
取
り
を
許
し
た
こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
「
惇
」
の
後
で
匡
切
ら
れ
た

ー「

A 

" 
寵
買
取
。
」

ii 

「
令
し
て
買
い
取

り
を
聴
す
」
あ
る
い
は
「
買
い
取
り
を
聴
き
し
む
」
と
讃
み
下
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
理
解
や
讃
み
方
に
は
、
や
は
り

〔
門
〕

(
M〉

疑
問
が
残
る
。
ま
ず
庶
民
の
「
酔
」
を
門
下
的
官
制
機
構
の
官
員
で
あ
る
中
兵
参
軍
や
口
下
校
郎
が
受
理
し
、
そ
れ
を
彼
ら
が
直
接
高
昌
王
に

(

お

)

停
え
た
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
事
寅
と
す
れ
ば
高
昌
園
に
お
け
る
「
僻
」
の
扱
い
は
、
こ
の
園
の
複
雑
な
上
奏
の
手
績
き
と
は
比

べ
よ
う
も
な
く
簡
素
で
あ
司
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
「
僻
」
が
高
昌
王
の
も
と
に
届
く
ま
で
に
は
、

(

M

)

 

た
。
ま
た
「
令
」
字
を
こ
の
よ
う
に
謹
ん
で
し
ま
う
の
で
あ
れ
ば
、

や
は
り
所
定
の
手
績
き
が
必
要
で
あ
っ

「
令
」
字
を
強
調
し
た
意
闘
が
逆
に
薄
め
ら
れ
て
し
ま
う
。
わ
ざ
わ
ざ
別

筆
で
大
書
し
た
の
は
、
「
令
」
そ
れ
自
僅
の
固
有
性
や
濁
立
性
の
反
映
に
相
違
な
い
。

む
」
と
讃
む
こ
と
は
適
切
で
は
な
く
、

し
た
が
っ
て
「
令
」
字
を
「
令
し
て
」
あ
る
い
は
「
し

そ
れ
自
睡
で
濁
立
し
て
い
る
文
字
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
一
見
「
僻
」
の
上
申
に
係
わ

P
D
 

d
u
z
 

る
よ
う
に
み
え
る
資
一
・
ニ
も
、
そ
れ
以
外
の
作
成
目
的
は
な
か
っ
た
の
か
、
新
た
な
検
討
が
必
要
と
な
ろ
う
。

こ
う
し
た
親
貼
に
立
つ
時
、
留
意
が
必
要
な
の
は
、
「
鮮
」
だ
け
が
記
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
「
令
」
と
「
聴
買
取
」
が
加
え
ら
れ
て
い

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「僻」

だ
け
に
重
き
を
置
い
て
、

王
の
裁
可
を
求
め
る
上
申
文
書
と
み
な
す
こ
と
は
一
方
的
で
あ

こ
の
よ
う
な
文
書
を

る
。
中
兵
参
軍
張
智
蕎
と
口
下
校
郎
高
慶
が
「
停
」
え
よ
う
と
し
た
の
は
、
「
令
」
字
の
極
端
な
大
蓄
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
高
畠
王
の
「
令
」

と
そ
の
内
容
な
の
で
あ
り
、
ロ
ロ
阿
国
の
僻
と
史
天
済
の
「
僻
」
で
は
な
か
っ
た
、
そ
う
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
「
中
兵
参

〈
中
兵
参
軍
の
張
智
需
が
、
「
〔
王
の
〕
令
(
す
な
わ
ち
〉
買
い
取
り
を
聴
せ
。
」
を
俸
え
る
〉
」
、
吊
一
「
校
郎
高
慶
俸

令軍
張
聴〔智
口唇蕎
口最停
L 

と令

讃麗
ん明、買
¥取

賢
一
・
ニ
は
高
畠
王
の
「
令
」
を
最
初
に
停
え
よ
う
と
し
た
文
書
で
あ
っ
た
と
提
案
す
る
。

つ
ま
り
「
令
」
字

と
「
聴
買
取
」
を
同
格
ケ
は
そ
の
記
挽
〉
の
よ
う
に
見
な
す
の
で
あ
る
。
も
し
こ
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
、

「
令
」
字
直
前
の
改
行
が
文
の
巨

(

げ

)

切
り
で
は
な
く
王
令
に
畏
敬
を
表
わ
す
た
め
の
撞
頭
〈
「
令
L

字
を
行
頭
に
置
く
)
と
無
理
の
な
い
説
明
も
可
能
と
な
る
。
「
僻
」
と
す
る
『
文
書
』

(
時
〉

の
タ
イ
ト
ル
を
用
い
ず
資
一
、
資
ニ
に
例
示
し
た
よ
う
な
新
た
な
タ
イ
ト
ル
を
附
し
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

577 
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績
い
て
筆
跡
に
注
目
し
て
み
よ
う
。

挿
圃

一
を
一
見
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
資

一
・
ニ
は
、
大
書
さ
れ
た
「
令
」
字
を
除
け
ば
そ
れ
ぞ

れ
の
文
書
の
す
べ
て
が
同
筆
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
同
一
の
人
物
が
書
寓
し
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
と
す
れ
ば
こ
の
「
令
」
字
を
除
く
資

一
・
ニ

い
つ
だ
れ
が
書
寓
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
多
様
な
推
定
も
可
能
で
あ
る
が
、

「
僻
」
を
受
理
し
た
官
署
が
「
酔
」
を
高
昌
王
に
上
申
し
た

士、後
、
す
な
わ
ち
王
の
裁
可
の
過
程
に
、

ーそ
の
場
に
立
ち
舎
っ
た
門
下
的
官
制
機
構
の
官
員
が
「
令
」
字
の
部
分
を
空
白
と
し
て
書
寓
し
た
(
逆

に
「令
」
字
だ
け
を
先
に
書
く
こ
と
は
想
定
し
が
た
い
)
、
そ
の
よ
う
に
推
定
す
る
の
が
最
も
無
理
が
な
か
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、

そ
の
空
白
に
い
っ
「
令
」
字
が
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
「
令
」
字
は
、
高
昌
王
の
親
董
と

見
な
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
挿
園
一

に
よ
っ
て
資
一
・
ニ

の
「
令
」
字
を
比
較
し
て
み
る
と
同
一
人
の
筆
と
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

資
一

一は延

昌
六
年
(
五
六
六
〉
、
資
こ
は
延
昌
十
七
年
〈
五
七
七
〉
の
紀
年
を
も
ち
雨
者
は
十
一
年
の
隔
た
り
が
あ
る
が
、

七
代
王
麹
乾
固
の
時
代
で
あ
る
こ

と
に
は
出
演
わ
り
は
な
い
。
十
一
年
の
時
の
流
れ
が
麹
乾
固
の
筆
跡
を
嬰
え
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
が
資

一
・
ニ
と
同
じ
紙
鮭
か

字
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
貧
は
、

「
令
」
字
を
麹
乾
固
の
筆
跡
公
開
同
昌
王
の
親
萱
〉
と
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。

つ
ま
り
従
来
の

nhu
 

d
A
2
 

T
i
 

ら
取
り
出
さ
れ
た
同
形
式
同
時
代
の
三
貼
の
文
書
の
「
令
」
字
(
資
A
、
B
、

c
挿
圃

ご
も
、
同
様
に
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
五
例
の
「
令
L

直
感
的
認
識
は
誤
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
だ
れ
が
「
令
」
字
を
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
王
令
を
直
接
確
認
で
き
る
場
に
い

た
門
下
的
官
制
機
構
の
官
員
で
あ
っ
た
と
、
私
は
推
察
す
る
。
捻
嘗
官
員
の
異
動
に
よ
っ
て
「
令
」
字
の
相
遣
を
説
明
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

と
は
い
え
「
令
」
字
は
、
撞
頭
大
書
さ
れ
た
王
言
で
あ
る
。
は
た
し
て
臣
下
が
代
筆
で
き
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
黙
に
関
わ
っ
て
は
、
中
園
王
朝
に
お
け
る
君
主
の
裁
可
の
語
と
そ
の
俸
遠
の
あ
り
方
を
参
照
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

『
大
唐
六
典
」
巻
八

門
下
省
・
侍
中
の
職
掌

(
「
皆
審
署
申
夜
、
而
施
行
走
。
」
の
項
)
の
原
注
に
、

覆
奏
し
て

〔
皇
帝
が
〕

「
可
」
を
重
き
詑
ら
る
れ
ば
、

門
下
省
に
留
め
て
案
と
な
せ
。

更
に
一
通
を
寓
し
て
、

侍
中
は

「
制
可
」
と
注

し
、
縫
に
印
し
署
し
て
、
向
蓄
省
へ
迭
り
施
行
せ
よ
。

と
み
え
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
唐
に
あ
っ
て
は
、
皇
帝
の
親
萱
「
可
」
字
の
あ
る
文
書
そ
の
も
の
は
本
案
と
し
て
門
下
省
に
留
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め
ら
れ
る
が
、
向
書
省
へ
迭
ら
れ
る
文
書
は

「
可
」
字
の
箇
所
の
み
門
下
省
の
長
官
・
侍
中
が
「
制
可
」
と
書
き
改
め
謄
寓
す
る
の
だ
と
い

〈

m
U
)

ぅ
。
こ
れ
は
出
土
し
た
制
授
告
身
の
古
文
書
事
的
研
究
が
改
め
て
明
確
に
し
た
手
績
き
で
あ
る
。
侍
中
が
「
可
」
に
「
制
」
字
を
冠
し
て
書
き

(
「
詔
乙
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
買
は
、
君
主
の

換
え
た
の
は
、
唐
の
皇
帝
の
最
も
重
要
な
王
言
の
一
つ
「
制
」

裁
可
の
語
は
、
門
下
省
を
出
る
時
、
間
違
い
な
く
臣
下
の
手
に
よ
っ
て
書
き
改
め
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

(

州

出

)

か
つ
て
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
「
可
」
で
は
な
く
「
諾
」
で
あ
っ
た
。

高
昌
王
の
裁
可
の
語
は
、

「
諾
」
は
中
園
王
朝
に
あ
っ
て
は
皇
太
子

が
使
用
し
た
裁
可
の
語
で
あ
る
が
、
高
昌
王
は
こ
れ
を
採
用
し
て
い
た
。

中
園
王
朝
の
皇
太
子
の
裁
可
の
語
「
諾
」
も
、

皇
帝
と
同
様
に
書
き

改
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
次
の
『
大
唐
六
血
ハ
』
袋
二
六
の
太
子
左
春
坊
左
庶
子
(
門
下
省
の
侍
中
に
相
蛍
)
の
職
掌
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。

〔
皇
太
子
が
〕
「
諾
」
を
重
さ
る
る
を
以
て
覆
下
に
及
び
、

お
よ
そ
令
書
の
左
春
坊
に
下
さ
る
れ
ば
、
則
ち
中
允
・
司
議
郎
等
と
覆
答
し
、

皇
太
子
の
童
せ
ら
る
る
所
の
も
の
を
以
て
留
め
て
按
と
な
し
、
更
に
令
書
を
寓
し
て
印
し
署
し
て
「
令
諾
」
と
注
し
、
倉
事
府
に
迭
る
。

-148ー

ア
ス
タ
ー
ナ
古
墳
群
一

O
O競
墓
か
ら
出
土
し
た

(

幻

)

「
、
氷
淳
元
年
(
六
八
二
)
氾
徳
達
飛
騎
尉
告
身
」
(
唐
の
高
宗
の
皇
太
子
・
李
哲
の
監
園
時
〉
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
制
可
」
と
同
様
に
「
諾
」

に
「
令
」
字
が
冠
せ
ら
れ
た
の
も
、
皇
太
子
の
最
も
重
要
な
出
言
で
あ
る
「
令
」
を
明
示
す
る
た
め
で
あ
っ
た
ろ
う
。

皇
太
子
の

「
諾
」
は
「
令
諾
」
と
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
令
諾
」
の
質
例
は
、

高
畠
王
は
中
園
王
朝
か
ら
加
封
さ
れ
た
小
園
の
王
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、

一
園
の
君
主
で
あ
司
た
こ
と
は
皇
帝
と
襲
わ
り
は
な
い
。

し
か
も

改
出
現
は
し
て
も
中
園
王
朝
を
模
倣
し
た
官
制
の
頂
期
に
も
立
つ
。
こ
う
し
た
覗
貼
に
立
つ
時
、
中
国
王
朝
の
諸
規
定
の
う
ち
援
用
を
妨
げ
ら
れ

外
に
出
さ
れ
ず
、

な
い
箇
所
は
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
高
畠
王
が
裁
可
の
語
「
諾
」
を
書
き
入
れ
た
文
書
そ
の
も
の
は
門
下
的
官
制
機
構
に
保
管
さ
れ
て

「
諾
」
を
別
字
に
書
き
改
め
た
文
書
が
高
昌
王
の
出
言
と
し
て
俸
達
さ
れ
た
、
そ
う
限
定
し
て
み
よ
う
。
と
す
れ
ば
、
別
筆

(

忽

)

そ
う
し
た
推
定
が
可
能
と
な
る
。
た
だ
し
そ
れ
は
中
園
王
朝
の
場
合

で
大
書
さ
れ
た
「
令
」
字
は
、
高
昌
王
の
「
諾
」
を
書
き
改
め
た
文
字
、

と
同
じ
で
は
な
く
「
令
諾
」
の
「
諾
」
字
を
依
い
て
い
る
。
あ
え
て
同
じ
に
し
な
か
っ
た
要
因
は
様
々
に
想
定
さ
れ
よ
う
が
、
な
に
よ
り
も
高

(

お

)

昌
王
の
裁
可
の
語
が
中
園
王
朝
の
皇
太
子
と
全
く
同
一
に
な
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
そ
の
回
避
が
皇
帝
の
「
可
」
よ
り
も



〈
川
品
〉

ラ
ン
ク
の
低
い
「
諾
」
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
買
を
あ
か
ら
さ
ま
に
し
な
く
て
す
む
方
法
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た

(

お

)

理
解
は
、
改
め
て
高
昌
王
の
王
言
が
間
違
い
な
く
「
令
」
で
あ
っ
た
現
買
を
示
す
こ
と
に
な
る
。

〈

お

〉

「
令
」
と
し
て
い
た
こ
と
は
、
結
果
と
し
て
こ

の
王
園
の
現
貫
を
反
映
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

『
惰
書
』
高
昌
俸
が
高
昌
王
麹
伯
雅
の
命
を

さ
て
こ
の
よ
う
に
整
理
す
る
と
、

「
令
」
字
の
筆
跡
が
多
様
で
あ
っ
た
の
は
、

王
の
裁
可
を
門
下
的
官
制
機
構
の
官
員
が
書
き
改
め
た
か
ら

だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
大
役
を
措
検
問
し
た
の
は
、
唐
の
門
下
省
の
長
官
・
侍
中
に
照
ら
せ
ば
、
高
昌
園
の
門
下
的
官
制
機
構
の
最
高
官

で
あ
る
門
下
校
郎
の
可
能
性
が
最
も
大
き
い
。
も
し
「
令
」
字
が
門
下
校
郎
で
は
な
く
高
畠
王
の
直
筆
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
た
と
え
文
書
が

(

幻

)

破
棄
さ
れ
た
と
し
て
も
桂
な
ど
に
再
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
か
司
た
は
ず
で
あ
る
。

王
令
の
俸
達
|
門
下
的
官
制
機
構
か
ら
向
書
的
官
制
機
構
へ
|

門
下
的
官
制
機
構
で
作
成
さ
れ
た
と
推
定
し
た
資
一
・
ニ
は
、
ど
の
よ
う
な
機
能
を
も
っ
、

つ
ま
り
ど
の
よ
う
な
目
的
で
作
成
さ
れ
た
文
書

(

お

〉

な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
唐
長
蒲
・
池
田
温
雨
氏
が
、
資
一
・
ニ
と
の
関
連
を
指
摘
さ
れ
て
い
た
次
の
文
書
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
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回
『
文
書
』
萱
四
四
一
頁
)

七
世
紀
前
期
、
侍
郎
焦
朗
ら
が
俸
え
た

「
田
園
に
課
す
役
に
係
わ
る
王
令
」
を
整
理
し
た
文
書
〈
鍛
『
文
書』

四
加
補
遺
六
四
J
五
頁
、

資

f、
前

紋

581 

(業〉

1
回
二
畝
牟
役
、
永
震
環
。
侍
郎
焦
朗
繭
一
一
哩
El--閣
寺
主
尼
願
法
団
地
陳
略
渠
桃
一
畝
牢
役
、

2
聴
断
除
。
衣
停
張
羊
皮
団
地
劉
居
渠
断
除
桃
一
園
、
承

一
一
畝
宇
六
十
歩
役
、
給
輿
張
武
傍

(
業
)

3
寺
主
顕
法
、
永
魚
崎
味
。
衣
〔
停
〕
聴
陰
崇
子
湾
林
小
水
渠
薄
田
二
畝
、
承
厚
田
一
畝
役
、
給

(

業

)

〈

剤

〉

4
興
父
陰
阿
集
、
永
篤
環
。
通
事
張
盆
停
索
寺
主
徳
崇
師
変
何
王
渠
常
国
一
一
畝
半
、
次

5
高
渠
薄
田
六
畝
半
、
承
厚
田
二
畝
字
。
次
〔
俸
〕
小
津
渠
常
国
三
畝
牟
、
合
厚
田
七
畝
牟
役
、

前

紋
侍
郎
の
焦
朗
は
「
〔
令
す
な

わ
ち
〕
張
武
傍
寺
主
の
尼

・
額
法

の
田
地
随
略
渠
の
桃
一
畝
宇
の
役

は
、
断
除
を
聴
す
。
」
を
停
え
る
。

次
に
「
〔
令
す
な
わ
ち
〕
張
羊
皮



〈

業

)

(

稼

)

入
道
役
、
永
信
用
撲
。

次
〔
俸
〕
依
巻
随
時
、
張
{
令
子
買
張
、
氷
守
永
安
併
置
渠(業
)

7
常
田
一
分
、
承
四
敵
役
。
次
〔
停
〕
買
東
高
渠
桃
一
園
、
承
一
一
畝
宇
品
川
歩
役
、
永
魚
崎
味
。
侍
郎
明

(
業
)

8
経
俸
氾
寺
主
法
輿
左
官
渠
俗
役
常
国
二
畝
、
聴
入
道
役
、
永
潟
環
。
通
事
張
盆
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6
聴
出
俗
役
、

の
団
地
劉
居
渠
の
断
除
の
桃
一
固

ま、

一
畝
牢
に
六
十
歩
の
役
を
承

け
て
張
武
傷
寺
主

・
顛
法
に
給
輿

9
俸
高
寧
宋
渠
底
参
軍
文
受
田
南
脇
空
亭
津
五
敵
、
給
興
麹
借
伽
、
用

(

業

)

(

品

作

)

叩
作
常
国
、
承
五
敵
役
、

永
魚
崎
味
。
函
〔
停
〕
盟
国
岡
一
、
門
ハ
ハ

し
、
永
業
と
な
せ
。
」
を
俸
え
る
。

(
後
依
〉

〈
以
下
略
)

一
九
六
八
年
、
ア
ス
タ
ー
ナ
古
墳
群
九
九
墓
か
ら
出
土
し
た
高
昌
園
時
代
末
期
(
七
世
紀
前
期
、
九
代
王
麹
文
泰
の
時
旬
)
の
文
書

で
、
侍
郎
の
焦
朗
、
通
事
の
張
盆
、
侍
郎
の
明
後
、
逼
事
の
張
盆
ら
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
田
園
に
課
す
役
を
「
俸
」
え
た
記
録
で
あ
る
。
こ
の
文

書
(
た
と
え
ば
侍
郎
の
焦
朗
に
関
わ
る
1
1
3
行
)
を、

資
一
・
ニ
と
そ
の
同
型
式
の
文
書
〈
資
A
、
B
、
C
)
と
併
せ
て
比
較
し
て
み
よ
う
。

資
三
は、

侍
郎
焦
朗

侍〔圏〔口角中
口問口唇下〕兵
養]困〕校参

生史郎軍
麹高張
儒慶智

吾達手
百守

侍
郎
養
生

悔

一
閣
一国
園
寺
主
尼
額
法
、

nu 

田
地
腕
略
渠
桃
一
一
畝
牢
役
、
聴
断
除
。

(
業
)

承
一
畝
宇
六
十
歩
役
、
給
興
張
武
傍
寺
主
願
法
、
永
震
撲
。

(
業
)

次
〔
停
〕
υ

聴
陰
崇
子
袴
林
小
水
渠
薄
田
ニ
畝
、
承
厚
田
一
畝
役
、
給
輿
父
陰
阿
集
、
永
魚
崎
味
。

次

俸
日
張
羊
皮
団
地
劉
居
渠
、
断
除
桃
一
園
、

(
以
上
資
三
)

傍

令

日
聴
買
取
。

〔
買
」
門
取
U

令
一

聴
口
口
。

(資
ニ
)

(
資
ご

停俸

令
U

聴
貿
口
。
(
葡
)

令

一
聴
脱
蒲
口
口
畝
、
常
困
難
畝
租
酒
園
大
小
調
口
口
一脚。

(
葡
萄
)

令

一
聴
脱
蒲
桃
租
酒
萱
圏
、
常
国
庫
畝
口
口
口
調
煎
年
除
。

(資
C
〉

ハ資
A
〉

圃圃

(資
B
〉

こ
れ
に
よ
れ
ば
資
三
の
書
式
は
、
「
令
」
字
の
有
無
を
除
け
ば
資

一
・
ニ
及
び
そ
の
同
型
式
の
文
書
(
資
A
、
B
、
C
)
と
一
致
し
て
い
る
こ

〔

門

)

〔

事

)

門

郎

)

と
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
侍
郎
焦
朗
が
中
兵
参
軍
張
智
霧
、
口
下
校
郎
官
同
慶
、
園
口
園
史
麹
儒
、
侍
口
養
生
と
同
様
に
門
下



的
官
制
機
構
の
官
員
で
あ
る
こ
と
ま
で
が
同
じ
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
表
示
を
省
略
し
た
侍
郎
の
明
後
、
通
事
の
張
盆
の
措
蛍
個
所
も
同
様
で
、

彼
ら
も
問
機
構
の
官
員
で
あ
る
こ
と
に
襲
わ
り
は
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
資
三
は
、
資
一
・
ニ
及
び
そ
の
同
形
式
の
文
書
に
記
さ
れ
た
「
令
」

の
内
容
を
、
2

惇
達
を
携
営
し
た
門
下
的
官
制
機
構
の
官
員
ご
と
に
整
理
し
た
文
書
と
し
て
よ
い
。

た
だ
そ
の
際
、

「
令
」
字
を
省
略
し
て
そ
の

内
容
だ
け
を
列
記
し
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
資
三
は
、
資
一
・
ニ
の
形
式
の
文
書
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
と
推
定
し
て
か
ま
わ
な
い
。

た
だ
し
賀
三
に
は
、

資
一
・
ニ
、
資
A
に
見
ら
れ
る
「
聴
買
取
」
、

「
聴
貿
口
」
の
よ
う
な
簡
素
な
記
載
が
一
例
も
な
い
、

つ
ま
り
田
園
に

課
す
役
の
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
気
に
か
か
る
。

し
か
し
こ
の
貼
は
、
唐
・
池
田
南
氏
の
見
解
を
参
照
す
る
と
解
決
す
る
。
南
氏
の

見
解
を
組
合
的
に
ま
と
め
れ
ば
、
高
昌
園
に
あ
っ
て
田
園
を
購
入
す
る
場
合
は
、
ま
ず

ω許
可
を
求
め
る
「
辞
」
を
官
署
に
提
出
し
て
王
令
に

よ
る
裁
可
を
得
、
そ
の
後

ω田
園
を
購
入
し
て
買
地
券
を
作
成
し
、
次
い
で

ω買
地
券
を
添
え
て
官
署
に
再
び
「
静
」
を
提
出
し
、
購
入
し

た
田
園
に
課
せ
ら
れ
る
役
に
つ
い
て
王
令
に
よ
る
裁
可
を
得
る
。
そ
し
て
最
後
に
川
別
措
嘗
官
署
は
王
令
に
従
っ
て
田
園
の
移
轄
と
課
す
役
の
登

(

鈎

)

記
を
行
い
手
績
き
が
完
了
す
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
資
一

常
国
少
畝
の
買
い
取
り
を
求
め
、
王
令
に
よ
っ
て
裁
可
)
は
、

ω以
降
に
は
割
腹
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な

(
努
)

る
(
蛇
足
に
な
る
が
、
資
三
の
6
1
7
行
と
印
行
、
す
な
わ
ち
通
事
張
金
通
と
侍
朗
明
径
が
「
停
」
し
た
「
巻
」
に
よ
っ
て
裁
可
し
た
役
の
部
分
は
、
助
の
段
階

ωの
段
階
だ
け
に
封
躍
し
て

-151ー

(
呂
阿
国
が
桑
・
蒲
桃
一
園
の
買
い
取
り
を
求
め
、
王
令
に
よ
っ
て
裁
可
〉
と
資
ニ
〈
史
天
済
が

に
衡
感
)
。
と
す
れ
ば
資
一
・
ニ
に
「
聴
買
取
」
と
だ
け
あ
っ
て
田
園
に
課
す
役
の
記
載
が
な
い
の
は
、

ωに
封
醸
し
て
例
の
段
階
に
針
麿
し
な

(引む

い
か
ら
だ
と
説
明
が
可
能
と
な
る
。
し
か
し

ωの
段
階
に
あ
っ
て
も
「
聴
買
取
」
と
い
う
王
令
に
よ
る
裁
可
を
間
違
い
な
く
得
て
い
る
の
で
あ

る
か
ら
、
門
下
的
官
制
機
構
の
官
員
は
関
係
す
る
官
署
に
そ
れ
を
俸
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り

ωの
段
階
で
も
俸
達
さ
れ
た
王
令
の

内
容
を
門
下
的
官
制
機
構
の
官
員
ご
と
に
整
理
す
る
資
三
の
形
式
の
文
書
は
必
要
な
の
で
あ
る
。

田
園
に
課
す
役
の
詳
細
を
記
さ
な
い
「
聴
買

取
」
の
よ
う
な
簡
素
な
記
載
も
、
資
三
の
形
式
の
文
書
に
は
蛍
然
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

て
資
三
の
形
式
の
文
書
が
作
成
さ
れ
た
と
す
る
先
の
見
解
は
、
改
め
る
必
要
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
責
一
・
ニ
の
形
式
の
文
書
に
よ
っ
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さ
て
そ
れ
で
は

ωの
段
階
に
封
躍
す
る
携
嘗
官
署
と
は
ど
の
官
署
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
田
園
の
移
轄
登
録
と
裁
可
さ
れ
た
役
の
登
録
か
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ら
解
得
す
れ
ば
、

〈

m
M
)

そ
の
官
署
は
向
書
的
官
制
機
構
に
属
す
る
屯
田
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ
し
資
三
は
、
購
入
さ
れ
た
田
園
だ
け
で
な
く

田
園

一
般
の
役
に
係
わ
る
裁
可
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
多
様
な
役
一
般
に
封
す
る
王
の
裁
可
を
整
理
し
た
文
書
と
見
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
も
す
べ
て
が
屯
田
の
携
嘗
で
あ
っ
た
。

し
か
し
言
う
ま
で
も
な
く
、

王
令
に
よ
る
裁
可
が
屯
固
に
係
わ
る
も
の
だ
け

と
は
限
ら
な
い
。

し
た
が
っ
て
資
三
は
た
ま
た
ま
屯
田
に
係
わ
る
も
の
が
残
存
し
て
い
た
の
だ
と
見
る
の
が
安
嘗
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
整
理
す
れ
ば
、
高
昌
園
の
門
下
的
官
制
機
構
で
作
成
さ
れ
た
資
料

一
、
こ

の
様
式
の
文
書
群
は
、
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
振
り

ハ
お
)

分
け
ら
れ
て
街
書
的
官
制
機
構
の
九
つ
の
捻
嘗
諸
部
(
吏
部
・
兵
部
・
民
部
・
紀
部

・
庫
部
・
倉
部
・
主
客

・
都
官

・
屯
田
)
に
俸
達
さ
れ
、

(

鎚

)

そ
の
王
令
の
内
容
を
資
三
の
形
式
の
文
書
に
作
成
し
て
整
理
し
た
、
そ
う
推
定
し
て
よ
か
ろ
う
。

そ
れ
を

受
け
た
そ
れ
ぞ
れ
の
諸
部
で
は
、

四

高
畠
固
に
お
け
る
「
符
」

そ
れ
で
は
向
書
的
官
制
機
構
の
閲
係
諸
部
に
俸
達
さ
れ
た
王
令
は
、

さ
ら
に
ど
の
よ
う
な
手
順
を
へ
て
王
令
の
劉
象
者
へ
下
さ
れ
た
の
で
あ

-152ー

ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
中
園
王
朝
と
同
じ
く
「
符
」
と
い
う
形
式
の
文
書
に
よ
っ
て
い
た
。
そ
こ
で

「符
」
と
い
う
文
書
を
検
討
し
、

達
手
掛
嗣
き
を
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
。
次
に
示
す
の
は
、
一
九
七
三
年
、
ア
ス
タ
ー
ナ
古
墳
群
五
一
九
披
墓
か
ら
出
土
し
た
こ
の
園
の

「符」

王
令
の
封
象
者
は
交
河
・
南
卒
郡
と
永
安
な
ど
諸
燃
の
司
馬
の
主
者
で
、
そ
の
紀
年
「
延
蕎
十
七
(
六
四
O
)
年

王
令
の
俸

を
代
表
す
る

一
例
で
あ
る
。

庚
子
歳
四
月
九
日
」
が
示
す
よ
う
に
高
昌
園
最
晩
期
の
も
の
で
あ
る
(
高
昌
園
の
滅
亡
は
六
四
O
年
八
月
三

資
四

延
寄
十
七
(
六
四
O
)
年、

交
河
・
南
卒
郡
及
び
永
安
豚
等
の
司
馬
の
責
任
者
に
王
令
を
停
え
た

「符」

(
銭
『
文
書
』
四
加
二

一四
l
五

頁、

圃

『
文
書
』
武
七
一
頁
)

〔
豚
〕
〔
始
U

1

「令

ぃ
桝
ず
河
郡

・
南
卒
郡

・
永
-
安
蘇

・
安
繁
一
服

・
湾
林
勝

・
龍
泉
豚

・
安
昌
嗣
一

・
口
口
口
・
口

昌
勝
郡
勝
司
馬
主
者
、
彼
郡
同
師
、
今
遁
麹
郎
文
玉
・
高
円
ハ
ハ

(

符

)

〔

行

υ

青

苗

去

。

」

荷

到

奉

口

。

2 3 



5 
延

蕎

十

七

年

庚

虎子威
黄土挺遠
賂凧賂

軍四軍
司屯月門
回九下
口言日校
口き 郎
高起麹

口
口

4 

〔
「
九
」
は
別
筆
か
?
〕

6 

口
口

7 

屯

田

馬
司
空

口口

8 

虎
貫
賂
軍
中
兵
校
郎
張

世
隆

〔
ゴ
チ
は
署
名
〕

資
四
に
係
わ
っ
て
ま
ず
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

「
奏
聞
奉
信
」
と
記
さ
れ
た
方
形
朱
印
が
四
カ
所
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

「
奏
聞
奉
信
」
印
は
、
閥
尾
史
郎
氏
が
明
示
さ
れ
た
よ
う
に
「
六
二

0
年
代
の
中
頃
か
ら
後
半
〔
す
な
わ
ち
第
五
代
王
麹
文
泰
の
時
代
〕
に
か

(

白

山

)

け
て
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
王
擢
の
強
化
策
の
一
環
と
し
て
登
場
し
た
」
公
印
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
公
印
が
捺
さ
れ
た
賀
四
は
、
「
符
」
の

寓
し
と
か
控
え
と
い
?
た
二
次
的
な
文
書
で
は
な
く
「
符
」
そ
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
。
完
結
し
た
一
つ
の
文
書
〈
後
に
言
及
す
る
連
潟

るの
よ
う
な
文
書
は
こ
の
資
固
に
隈
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
資
四
を
、
高
畠
園
を
代
表
す
る
「
符
」
そ
の
も
の
と
想
定
し
て
検
討
を
進
め
て
み
よ

-153ー

さ
れ
た
も
の
と
相
違
〉
と
な
っ
て
い
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
高
昌
園
の

「
符
」
と
見
な
さ
れ
て
き
た
出
土
文
書
は
敷
例
み
ら
れ
る
が
、
こ

う

ま
ず
嘗
惑
す
る
の
は
「
令
」
字
と
「
敷
」
字
の
重
な
り
で
あ
る
。

(
お
〉

「
符
」
は
、
中
園
王
朝
は
も
ち
ろ
ん
そ
の
影
響
を
受
け
た
わ
が
園
の

「
符
」
に
も
類
例
が
な
い
。

し
た
が

っ
て
こ
の

「
符
」
は
、
高
畠
園
固
有

さ
て
資
四
は
ど
の
よ
う
に
讃
め
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な

の
特
異
な
「
符
」

と
し
て
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

先
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に

「A
令
」
{子は、

こ
の
固
に
あ
っ
て
は
王
令
を
指
し
て
い

た
。
こ
の
貼
は
動
か
な
い
。
と
す
れ
ば
「
穀
」
字
を
こ
の
「
令
」
字
に
整
合
さ
せ
て
理
解
す
る
の
が
安
嘗
で
あ
ろ
う
。

「
敷
」
は
い
う
ま
で
も

な
く
中
園
王
朝
に
あ
っ
て
は
王
言
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
資
四
の
「
敷
」
字
を
高
昌
王
の
王
言
と
見
た
の
で
は
王
言
が
重
複
し
て
文
意
が
通
じ

「敷
す
ら
く
」
と
誼
ん
で
王
の
命
令
を
停
達
す
る
「
数
」
字
が
あ
司
た
。
先
に
奉
げ
た
玄
突
の
記
録
で
あ
る
。

こ
の
記
録
は
見
逃
せ
な
い
。
こ
れ
に
従
え
ば
、
資
四
は、

:
、
。

チ
ん
、
iv

し
か
し
高
昌
園
に
は
、

585 

王
言
で
な
い
「
穀
」
を
求
め
て
い
る
今
、
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〔

師

牌

〕

〔

始

〕

刷
〔
官
同
昌
王
の
〕
令
い
れ
刷
交
河
郡

・
南
卒
郡

・
永
安
豚

・
安
楽
牒

・
袴
林
豚
・
龍
泉
鯨
・
安
昌
園
・
口
口
口
・
口
昌
豚
の
郡
勝
の
司
馬
の

(

救

)

ゆ

し

ら

(

符

)

主
者
に
勅
す
ら
く
、

彼
の
郡
勝
よ
、
今
、
麹
郎
文
玉

・
高

[

〕

を
遣
わ
し
、
車
内
苗
を
去
き
て

〕
〔
勘
べ
?
〕
し
む
。
帥
梓
到
ら

〔

t
行
)

ば
奉
口
せ
よ
。

と
讃
む
こ
と
が
で
き
る
。

し

そ
の
(a) 
と
白)
を
一寸

青
回診

を.h
すばヵ、
てり
で
』主

な
し、

先
の
資

一
・
ニ

の
見
解
を
援
用
す
れ
ば
、

(a) 

の

〔
高
畠
王
の
〕
令
と
倒
を
同
格
と
み
な

〕
〔
勘
ベ
?〕

る
」
こ
と
を
捨
嘗
す
る
向
書
的
官
制
機
構
の
屯
田
に
停
え
た
の
が
「
威
遠
将
軍
門

下
校
郎
麹
口
口」

(
4
行
)
で
あ
っ
た
と
、
無
理
の
な
い
文
書
理
解
も
可
能
と
な
る
。

つ
ま
り
こ
の
「
救
」
字
は

王
令
の
諸
問
達
を
示
す
高
昌

園
固
有
の
用
語
と
し
て
扱
う
の
が
最
も
矛
盾
が
少
な
い
。
玄
笑
の
記
録
は
き
わ
め
て
正
確
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(

符

)

〔

行

〕

し
か
し
こ
れ
で
す
べ
て
が
解
決
し
た
わ
け
で
は
な
い
。

ωの
指
示
文
言

「
荷
到
奉
口
」
は
な
お
一
考
を
必
要
と
す
る
。

ωを
耐
に
直
接
接
績

す
る
文
言
と
み
る
か
、
あ
る
い
は
接
績
し
な
い
濁
立
し
た
文
言
と
み
る
か
で
は
、
文
書
の
理
解
が
大
き
く
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
も
し
帥
を

ω

に
直
接
接
績
す
る
文
言
と
み
れ
ば
、

(

符

)

〔

行

〕

主
者
に
封
し
「
持
到
ら
ば
奉
口
せ
よ
」
と
直
接
指
示
を
興
え
て
い
た
、

「
令
」
を
下
し
た
高
昌
王
み
.
す
か
ら
が
、

王
令
の
封
象
者
で
あ
る
交
河

・
南
卒
郡
と
永
安
諸
問
桝
の
司
馬
の

4
斗
晶

つ
ま
り
高
昌
王
自
ら
が
王
令
を
下
す
「
符
」
の
段
階
ま
で
開
興
し
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
高
昌
園
が
い
か
に
小
園
で
あ
り
官
制
も
簡
素
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
君
主
が
直
接
「
符
」
に
ま
で
係
わ
る
こ
と
な
ど
あ
り
え

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
「
符
」
と
は
何
か
、

中
園
王
朝
の
諸
規
定
に
「
符
」
の
原
則
を
問
う
て
み
よ
う
。

『
大
唐
六
典
』
巻
一
向
書
都
省
・
左
右
司
郎
中
員
外
郎
職
掌
の
僚
に
、

「
お
よ
そ
上
の
以
て
下
に
逮
ぶ
所
は
、

そ
の
制
に
六
有
り
。

告j

敷

・
加

・
令
・

数

・
符
と
日
う
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
唐
に
あ
っ
て
も
「
符
」
は
下
行
さ
れ
る
官
文
書
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
註
に
、

向
書
省
の
州
に
下
し
、
州
の
鯨
に
下
し
、
牒
の
郷
に
下
す
は
、
皆
符
と
日
う
。

と
規
定
し
て
い
る
よ
う
に
向
書
省
が
州
、
州
が
廊
、
燃
が
郷
に
封
し
て
使
用
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
後
に
燭
れ
る
敦
埋
出
土
の
「
公
式
令

残
巻
」
(
資
六
〉
は
、
管
隷
閥
係
に
あ
る
官
府
聞
に
お
い
て
所
管
官
府
が
被
管
官
府
へ
の
意
思
俸
達
に
用
い
る
文
書
様
式
と
規
定
し
て
い
る
。
十
わ

〈

幻

)

が
園
の
公
式
令
も
こ
れ
に
従
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
大
唐
六
典
』
の
記
載
と
相
違
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

『
大
唐
六
典
』
が
所
管
と
被
管
、



す
な
わ
ち
管
隷
関
係
の
代
表
例
と
し
て
州
豚
郷
を
奉
げ
た
の
に
封
し
、

「
公
式
令
残
巻
」
は
管
隷
闘
係
で
一
括
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ

て
「
符
」
と
は
管
隷
関
係
に
あ
る
官
府
聞
で
下
達
の
み
に
使
用
さ
れ
た
官
文
書
と
規
定
し
て
よ
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
君
主
自
ら
が
「
符
」
を

設
し
王
言
を
直
接
俸
達
す
る
こ
と
な
ど
あ
り
え
な
い
こ
と
を
-
意
味
す
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
君
主
も
管
隷
関
係
に
あ
る
一
つ
の
官
府
と
な
っ

て
し
ま
う
。
こ
う
し
た
嘗
然
過
ぎ
る
確
認
も
、
特
異
な
高
昌
園
の
「
符
」
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
今
は
必
要
で
あ
る
。
唐
の
「
符
」
の
規
定
で

重
要
な
の
は
、
君
主
が
除
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
小
園
と
は
い
え
王
言
と
し
て
「
令
」
を
裂
す
る
君
主
で
あ
る
高
昌
王
も
、
こ
の

(
符
)
〔
行
〕

黙
で
は
決
し
て
例
外
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
高
昌
王
が
、

ω
「
持
到
奉
口
」
と
指
示
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
つ
ま
り
王
令

は

ωの
前
で
す
で
に
完
結
し
て
い
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
は
だ
れ
が
指
示
文
言
仰
を
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

資
四
の
書
式
か
ら
直
ち
に
推
察
さ
れ
る
の
は
、

「延
申告詩
十
七
年
庚
子
歳
四
月
九
日
起
」

(
5
行
)
の
前
に
見
え
る
「
威
蓮
賂
軍
門
下
校
郎
麹
」

し
か
し
こ
の
門
下
校
郎
は
門
下
的
官
制
機
構
に
所
属
す
る
官
員
で
あ
る
。
門
下
的
官
制
機
構
の
官
員
が
、
管
隷
閥
係
に
な
い
郡
勝

-155-

で
あ
ろ
う
。

の
司
馬
の
主
者
に
指
示
を
輿
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
こ
の
資
四
は
、
こ
の
文
書
に
限
定
す
る
限
り
も
は
や
理
解
が
難
し
い

こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
類
似
す
る
高
昌
園
初
期
の
衣
の
文
書
を
先
に
検
討
し
、
手
が
か
り
を
探
っ
て
み
よ
う
。

資
五

章
和
十
一
年
〈
五
三
一
)
交
河
郡
の
司
馬
の
主
者
に
王
令
を
俸
え
た
「
符
」
の
寓
し
〈
録
『
文
書
』
二
加
二
八
頁
、
圃
『
文
書
』
萱
一
二
八
頁
)

〔

司

)

(

お

〉

〔

司

〕

-
交
河
郡
口
園
〔
主
〕
者
。
中
郎
嵩
信
停
「
令
日
刺
彼
郡
、
交
河
郡
の
口
園
の
〔
主
〕
た
る
者
へ
。
中
郎
の
嵩
信
は
、
「
令
〈
す

〔

奴

〕

(

検

)

(

知

)

(

手

)

(

奴

)

(

検

)

2
翠
忠
義
園
口
一
人
、
若
剣
校
智
慮
、
輿
守
力
牽
取
。
」
な
わ
ち
〉
彼
郡
に
刺
す
ら
く
、
翠
忠
義
の
園
口
一
人
を
、
も
し
剣
校

〈

符

)

(

知

)

(

手

)

3
待

到

如

令

、

不

得

遺

失

。

承

旨

奉

行

。

し

て

慮

を

智

ら

ば

、

守

力

と

と

も

に

牽

取

せ

よ

。

」

到
ら
ば
令
の
ご
と
く
し
、
遺
失
す
る
を
え
ず
。

一
章
和
十
一
年
三
月
品
川
都
官

5
都

官

長

史

麹

順

起

を
俸
え
る
。

〔
令
〕
旨
を
承
け
て 符

4 

〔
ゴ
チ
は
署
名
〕

奉
行
せ
よ
。
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一
九
七
五
年
カ
ラ
ホ
l
ジ
ャ
古
墳
群
八
九
披
墓
か
ら
出
土
し
た
こ
の
資
五
も
、
高
昌
園
の
「
符
」
と
み
な
さ
れ
て
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
き

た
。
し
か
し
そ
の
句
讃
貼
の
位
置
に
差
遣
が
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
文
書
の
理
解
は
一
致
を
み
て
い
な
い
。
私
は
、
例
示
し
た
よ
う
に
識
が
如
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令
、
不
得
途
失
。
承
旨
奉
行
。
」

を
一
文
と
み
、
そ
の
直
前
で
区
切
っ
て
讃
む
こ
と
を
提
案
す
る。

理
由
は
二
つ
あ
る
。

〔

司

〕

〔

奴

)

(

悔

)

(

知

)

(

手

〉

交
河
郡
口
圃
〔
主
〕
者
に
下
し
た
「
令
」
の
本
文
を
「
刺
彼
郡
、
程
忠
義
一
閃
一
口
一
人
、
若
創
校
智
慮
、
輿
守
力
牽
取
。
」

中
郎
の
嵩
信
が
「
侍
」
え
た
と
判
断
す
る
か
ら
で
あ
る
。

一
つ
は
、
高
昌
王
が

と
み
な
し
、

そ
れ
を

二
つ
は

高
昌
王
が
自
身
の
護
し
た
「
令
」
を
令
の
本
文
の
中
で
「
如
令
(
令
の
ご

と
く
せ
よ
ど
と
言
い

ま
た

「
承
旨
(
旨
を
承
け
て
)
」
と
表
現
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
に
不
自
然
で
、

門
司
〕

の
指
示
と
判
断
す
る
か
ら
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
こ
の
資
五
に
あ
っ

て
、
交
河
郡
の
口
一一国
の
〔
主
〕
者
に
封
し
高
昌
王
の

「令
」
の
旨
を
承
け
て

こ
れ
ら
は
「
令
」
を
下
し
た
高
昌
王
以
外

従
え
と
指
示
し
う
る
の
は
、
都
官
長
史
の
麹
順
を
お
い
て
他
に
は
い
な
い

こ
と
に
な
る
。

門
下
的
官
制
機
構
の
官
員
で
あ
る
中
郎
嵩
信
は
、
交

〔
司
〕

河
郡
口
困
〔
主
〕
者
と
管
領
関
係
に
な
く
こ
の
よ
う
な
権
限
は
な
い
。
向
書
的
官
制
機
構
に
属
す
る
都
官
は
治
安
の
維
持
と
警
察
業
務
を
措
嘗

(

ぬ

〉
し、

翠
忠
義
の
も
と
か
ら
逃
亡
し
た
奴
隷
を
と
ら
え
る
こ
と
は
そ
の
職
務
の
範
鴎
で
あ
り
、
王
令
の
求
め
と
矛
盾
し
な
い
。
し
た
が

っ
て
こ
の

〔
司
〕

文
書
は
、
門
下
的
官
制
機
構
に
腐
す
る
中
郎
の
寓
信
か
ら
空
河
郡
の
口
圃
の
〔
主
〕
者
に
下
す
高
畠
主
の

「令
」
を
傍
え
ら
れ
た
向
書
的
官
制

(
符
)

機
構
の
都
官
が
、
「
令
」
の
本
文
の
末
尾
に
「
符
到
如
令
、
不
得
遺
失
。
承
旨
奉
行
。
」

さ
ら
に
都
官
の
長

(

川

町

)

「
章
和
十
一
年
三
月
分
日
起
」
と
あ
る
「
起
」
字
は
、
都
官
の
起
草
を
示
し
て
い
る
。

と
指
示
文
言
を
加
え
て
起
草
し
、

-156ー

官
で
あ
る
長
史
麹
順
の
署
を
え
た
と
推
察
で
き
る
。

〔
司
〕

ま
り
王
令
そ
の
も
の
が
交
河
郡
の
口
園
の
〔
主
〕
者
に
直
接
侍
え
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、

ぐコ

王
令
は
門
下
的
官
制
機
構
か
ら
向
書
的
官
制
機
構
の

都
官
に
停
え
ら
れ
、
そ
の
都
官
に
お
い
て
「
符
」
の
形
式
の
文
書
と
し
て
起
草
さ
れ
て
後
、
惇
達
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

さ
て
こ
う
し
た
理
解
が
成
り
立
つ
と
す
れ
ば
、
今
問
題
と
す
る
資
四
も
、
向
書
的
官
制
機
構
の
屯
田
が
「
令
」
の
本
文
の
末
尾
に
「
時
到
奉

〔
長
史
〕

行
」
と
指
示
文
言
を
加
え
て
起
草
し
て
、
屯
田
の
長
官
で
あ
る
長
史
の
虎
貰
将
軍
屯
田
口
口
の
高
と
次
官
の
屯
田
司
馬
の
司
空
の
署

(
6
1
7

行
〉
を
え
た
も
の
と
な
る
。

た
だ
し
そ
れ
が
、
本
来
あ
り
え
な
い
門
下
的
官
制
機
構
の
官
員
の
門
下
校
郎
の
指
示
の
よ
う
に
見
え
る
書
式
と
な

「
奏
聞
奉
信
」
印
に
係
わ
っ
て
燭
れ
た
五
代
王
麹
文
泰
の
王
権
の
強
化
策
(
六
二

0
年
代
の
中
頃
か
ら
後
半
)
に
と
も
な

(
H
U
)
 

っ
て
、
直
来
の
「
符
」
の
書
式
も
改
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

っ
て
い
る
の
は
、

先
に

以
上
に
よ
っ
て
資
四
の
理
解
に
ほ
ぼ
見
通
し
が
つ
い
た
が
、
文
書
末
尾
の
「
虎
賞
将
軍
中
兵
校
郎
張
世
隆
」
の
解
穆
が
残
っ
て
い
る
。
も
し



こ
の
張
世
陸
の
官
職
に
「
乗
屯
田
事
」
な
ど
の
屯
田
に
関
す
る
職
務
が
依
落
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
理
解
は
容
易
で
あ
る
。
屯
田
の
長
官
で

〔
長
史
〕

あ
る
長
史
の
虎
黄
賂
軍
屯
田
口
口
の
高
と
次
官
の
屯
田
司
馬
の
司
空
の
暑
に
績
い
て
屯
田
の
職
務
を
兼
務
す
る
彼
も
署
名
し
て
「
符
」
は
完
成

(

必

)

「
業
屯
田
事
」
は
補
う
べ
き
で
な
い
と
さ
れ
た
。
氏
は
詳
細
に
は
理
由
を
示
さ
れ
な
か
っ
た
が
、

す
る
か
ら
で
あ
る。

し
か
し
陳
仲
安
氏
は
、

同
様
な
見
解
を
取
る
王
素
氏
は
、
中
兵
校
郎
が
開
興
し
た
の
は
、
高
昌
園
の
屯
田
が
民
屯
と
軍
屯
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
青
苗
を
勘
べ
る
こ
と
も

民
屯
・
軍
屯
雄
氏
方
で
質
施
さ
れ
た
た
め
、
門
下
と
中
兵
整
方
の
官
員
が
係
わ
っ
た
の
だ
と
推
定
さ
れ
た
。
孟
憲
質

・
宣
紅
雨
氏
は
こ
れ
を
支
持

(
川
相
〉

さ
れ
た
。
確
か
に
門
下
機
構
と
中
兵
機
構
の
職
掌
を
文
事
・
武
備
に
係
わ
る
出
納
審
査
に
区
分
さ
れ
た
王
氏
の
見
解
と
し
て
は
理
解
で
き
る

が
、
文
書
の
理
解
と
し
て
は
疑
問
が
残
る
。
と
い
う
の
も
責
四
の
屯
回
が
軍
屯
を
も
含
ん
で
中
兵
校
郎
が
開
興
す
る
と
す
れ
ば
、
「
虎
貫
将
軍

中
兵
校
郎
張
世
陸
」
の
位
置
は
文
書
末
尾
で
は
な
く
む
し
ろ
「
威
遠
賂
軍
門
下
校
郎
麹
口
口
」

(
4
行
〉
の
位
置
に
並
ん
で
あ
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
王
氏
は
中
兵
校
郎
を
門
下
的
官
制
機
構
の
門
下
校
郎
と
同
じ
く
「
出
納
審
査
機
構
」
の
官
員
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
。
い
ず
れ
に
せ
よ

氏
の
説
明
で
は
、
中
兵
校
郎
張
世
隆
が
末
尾
に
あ
る
理
由
が
分
か
ら
な
い
。
と
す
れ
ば
「
威
遠
将
軍
門
下
校
郎
麹
口
口
」

(
4
行
〉
か
ら
屯

〔
長
史
〕

田
に
迭
ら
れ
た
文
書
が
、
屯
田
口
口
と
衣
官
の
屯
田
司
馬
の
逼
署
を
得
た
後
、
再
び
門
下
的
官
制
機
構
へ
と
返
さ
れ
、
そ
こ
で
門
下
的
官
制
機

ヴ
，phu 

y
i
 

構
の
一
員
で
あ
る
中
兵
校
郎
が
関
興
し
た
と
見
る
の
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
し
こ
う
し
た
理
解
が
安
嘗
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
捺
さ
れ
て

い
た
「
奏
聞
奉
信
」
印
と
の
整
合
的
理
解
も
ま
た
可
能
と
な
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
こ
の
公
印
も
覗
野
に
含
め
つ
つ
積
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

「
奏
聞
奉
信
」
印
は

い
つ
ど
こ
で
押
印
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

(

必

)

そ
れ
を
受
け
て
従
た
が
わ
ん
(
受
け
て
従
う
ベ
し
ど
と
い
う
指
示
で
あ
る
。

こ
の
印
は
、

「
上
奏
に
王
の
同
意
が
得
ら
れ
た
な
ら
ば
(
得
ら
れ
た

ので〉、

し
た
が
っ
て

上
奏
に
劃
す
る
園
王
の
裁
可
に
係
わ
る
公
印

は
、
上
奏
と
裁
可
の
場
に
い
る
門
下
的
官
制
機
構
が
保
管
し
、
そ
の
官
制
の
官
員
が
押
印
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
と
す
れ
ば
資
四
に
こ
の

〔
長
史
〕

印
が
捺
さ
れ
た
の
は
、
虎
責
勝
軍
屯
田
口
口
の
高
と
屯
田
司
馬
の
司
空
の
署

(
6
1
7
行
)
を
得
た
後
、

す
な
わ
ち
屯
田
か
ら
門
下
的
官
制
機

構
の
中
丘
ハ
校
郎
張
世
隆
の
も
と
に
、
返
っ
て
き
た
時
で
は
な
か
ろ
う
か
。
可
能
性
と
し
て
は
費
四
が
威
遠
将
軍
門
下
校
郎
麹
口
口
か
ら
屯
固
に
、
途
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ら
れ
た
時
に
す
で
に
押
印
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
想
定
で
き
る
が
、
無
理
が
多
い
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
資
四
は
屯
田
で
起
草
さ
れ
た
と
み
な
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す
か
ら
で
あ
る
。
未
完
成
の
文
書
に
公
印
が
捺
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
私
は
、

資
四
は
、
最
後
に
中
兵
校
郎
張

世
隆
の
署
名
を
得
て
文
書
と
し
て
完
成
し
た
後
、
こ
の
「
奏
聞
奉
信
」
印
が
捺
さ
れ
て
「
符
」
と
し
て
完
成
し
た
と
推
察
す
る
。
こ
の
推
察
に

「
符
」
に
閲
す
る
中
園
王
朝
の
次
の
規
定
は
一
示
唆
的
で
あ
る。

か
か
わ
っ
て
も
、

資
六

敦
埠
出
土
唐
令
残
巻
符
式

(p.
二
八
一
九
〉

(
録
。
。
の
C
冨
何
回
L
吋

ω
同
〉
-
N申

1
8・
園
口
O
の
C
7向
HWZ叶
ω
同
切
・
匂
・)

認
符
式

(

必

)

〔
下
某
寺
〕

震
莱
事
。

お
向
書
省

M
A
某
寺
主
者
云
云
。
案
主
姓
名
。
符
到
奉
行
。

主
事
姓
名
。

都
省
左
右
司

郎
中
一
人
准
。
令
史
姓
名

(
署
)

7
・
:
:
:
・
;
‘
:
:
:
・
:
・

:

:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
--
:
:
(紙
縫
)
検
背
有
印

qu 。。
円ぺ
U 35 お
吏
部
郎
中
、
具
官
封
名
。

-158一

39 

書
令
史
姓
名

〈

日

明

)

年
月
日
〔
下
〕

40 

(
官
)

上

宮

向

右
は
向
書
省
の
下
す
符
式
。

っ
く

お
よ
そ
「
解
」
に
魚
り
て
上
に
向
か
う
べ
き

右
向
書
省
下
符
式
。
凡
腹
筋
解
向
上
者
、

42 41 

下
、
皆
震
符
。
首
剣
之
官
、
署
位
准
郎
中
。
其
出
符

者
、
門
知
釘
案
成
苦
楽
器
禁
句
検
勾
。
館
一
硝
唱
曲
附
一
別

一
郎
一
組
…
説
明
其
儀
公
文
及
内
外
諸
司
臆
出
文
書

者

、

皆

准

そ
の
徐
の

上
官
の
下
に
向
か
う
も
の
は
、
み
な
「
符
」
に
焦
れ
。
首
剣
の

官
、
署
位
す
る
は
郎
中
に
准
ぜ
よ
。
そ
れ
出
符
は
、
み
な
案
の
成
る
を
須

も
の
、

ち
て
案
に
井
せ
て
都
省
に
迭
り
、

検
勾
せ
よ
。

も
し
事
ま
さ
に
計
曾
す
べ
き

43 

」
と
は
、
す
な
わ
ち
別
に
曾
目
を
録
し
て
符
と
と
も
に
都
省
に
迭
れ
。

44 

此。

公
文
お
よ
び
内
外
諸
官
司
の
文
書
を
出
す
べ
き
も
の
は
、

み
な
こ
れ
に
准

ぜ
よ
。



こ
の
符
式
か
ら
は
、
文
書
の
文
面
だ
け
か
ら
伺
い
し
れ
な
い
複
雑
な
手
績
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
「
其
出
符
者
、
皆
須
案
成
井
案

迭
都
省
検
勾
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、

「
符
」
を
執
行
す
る
に
先
立

っ
て
、
執
行
す
る
「
符
」
そ
の
も
の
(
出
符
〉
は
そ
の
案
〈
本
案
)
と
と
も
に
、

一
端
向
書
都
省
に
迭
っ
て
検
勾
を
受
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
向
書
省
は
吏
・
戸
・
櫨
・
兵
・
刑
・
工
の
六
部
と
そ
れ
を
統

括
す
る
左
右
司
か
ら
な
る
向
書
都
省
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
資
六
は
そ
の
向
書
省
吏
部
の
長
官
・
尚
書
郎
中
が
責
任
者
と
な
り
向
書
省
が
某

寺
に
下
す
「
符
」
の
例
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
吏
部
は
執
行
す
る
「
符
」
そ
の
も
の
と
本
案
を
向
童首
都
省
へ
遺
っ
て
検
勾
を
受
け
る

こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
割
り
註
に
見
え
る
〔
街
書
〕
都
省
左
右
司
郎
中
一
人
の
署
名
を
得
る
こ
と
な
の
で
あ
る
(
犯
行
。
吏
部
は
左
司
に
所
属
)
。

と
い
う
こ
と
は
唐
の
「
符
」
は
、
向
書
省
の
六
部
が
作
成
し
て
直
ち
に
執
行
さ
れ
た
の
で
は
な
く
向
書
都
省
の
検
勾
後
で
あ
っ
た
こ
と
に
な

る

こ
の
手
績
き
は
重
要
で
あ
る
。
資
四
と
動
き
が
似
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
高
昌
園
の
「
符
」
で
あ
る
賀
四
は
、
向
書
的
官
制
機
構
の
屯
田
か

ら
直
ち
に
執
行
さ
れ
ず
、

一
端
門
下
的
官
制
機
構
に
返
さ
れ
中
兵
校
郎
張
世
陸
の
署
を
え
て
執
行
さ
れ
た
、

そ
の
よ
う
に
推
定
で
き
る
か
ら
で

-159-

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
返
さ
れ
た
の
が
向
書
都
省
と
門
下
的
官
制
機
構
の
大
き
な
相
違
は
あ
る
。
し
か
し
私
は
そ
の
相
違
以
上
に
こ
の
動
き
の
共
通

性
に
注
目
す
る
。
と
い
う
の
も
高
昌
園
の
向
書
的
官
制
機
構
に
は
尚
書
都
省
に
相
嘗
す
る
機
闘
が
存
在
し
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
司

て
執
行
す
る
「
符
」
そ
の
も
の
と
「
符
」
の
本
案
の
検
勾
の
場
は
、
高
昌
園
の
向
書
的
官
制
機
構
に
は
存
在
し
な
い
。

し
か
し
向
書
都
省
に
お

け
る
検
勾
を
、
高
昌
園
で
は
門
下
的
官
制
機
構
が
代
わ
っ
て
捨
嘗
し
て
い
た
と
理
解
す
れ
ば
、
門
下
的
官
制
機
構
の
中
兵
校
郎
張
世
隆
の
署
を

得
て
「
符
」
が
下
さ
れ
た
と
す
る
先
の
推
定
は
無
理
な
く
理
解
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
唐
の
「
符
」
で
は
な
く
、

三
省
制
度
が
な
く
門
下
的
官
制
機
構
と
向
書
的
官
制
機
構
だ
け
か
ら
成
り
立
つ
高
昌
園
の
文
書
を
扱

っ
て
い
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

わ
っ
て
は
、

先
に
「
奏
聞
奉
信
」
印
は
、
門
下
的
官
制
機
構
に
返
さ
れ
た
「
符
」
に
門
下
的
官
制
機
構
の
官
員
が
捺
し
た
と
推
定
し
た
。
こ
の
押
印
に
係

わ
が
園
の
『
令
義
解
』
巻
七
公
式
令
符
式
の
割
り
注
(
「
其
出
符
、
須
案
成
弁
案
迭
太
政
官
検
勾
」
に
附
さ
れ
た
も
の
)
、
す
な
わ
ち
、

591 

調
う
。
お
よ
そ
省
・

蓋
の
出
符
す
る
は
、
太
政
官
に
向
い
て
内
印
を
請
い
、

〔
太
政
〕
官
は
則
ち
本
案
を
護
し
て
、
出
符
を
検
勾
す
。
そ
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の
案
は
、
官
印
を
以
て
印
し
本
司
に
迭
り
還
す
な
り
。

も
示
唆
を
輿
え
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
わ
が
園
で
は
、
省

・
蓋
(
八
省
と
趨
正
霊
〉
が
「
符
」

を
下
す
と
き
は
、

太
政
官
(
唐
の
向
書
都
省
に
相
首
〉

が
そ
の
出
符
を
本
案
に
基
づ
い
て
検
勾
し
、

内
印
を
捺
し
て
執
行
さ
せ
、

木
案
に
も
官
印
(
外
印
)
を
捺
し
そ
れ
を
本
司
(
捻
嘗
し
た
省
・

霊
〉

門
下
的
官
制
機
構
の
検
勾
(
わ
が
園
の
太
政
官
の
役
割
〉
を
推
定
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
向

書
的
官
制
機
構
の
諸
部
が
起
草
し
た
「
符
」
は
こ
の
機
構
に
迭
ら
れ
「
奏
聞
奉
信
」
印
が
押
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
例
示
し
た
資
四
に
即
し
て

に
還
す
と
説
明
し
て
い
る
。

高
昌
固
に
あ
っ
て
は
、

言
え
ば
、
門
下
的
官
制
機
構
か
ら
王
令
の
停
達
を
受
け
た
屯
田
は
、

王
令
に
基
づ
い
て
「
符
」
を
起
草
し
、
そ
の
「
符
」
は
門
下
的
官
制
機
構

に
返
さ
れ
て
検
勾
を
受
け
、

「
奏
聞
奉
信
」
印
を
押
さ
れ
、
交
河
郡
・
南
卒
郡
・
永
安
蘇
等
の
郡
勝
の
司
馬
の
主
者
に
下
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
な
お
、
高
昌
園
に
あ
っ
て
内

・
外
印
、
あ
る
い
は
諸
部
の
印
は
な
く

「
奏
聞
奉
信
」
印
一
つ
だ
け
に
限
ら
れ
る
。
ま
た
本
案
と
出
符
の
壁
方

-160ー

が
作
成
さ
れ
た
と
い
う
確
詮
も
な
い
。
後
述
す
る
資
七
の
よ
う
な
「
符
」
の
控
え
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
出
符
だ
け
が
作
成
さ
れ

(

灯

)

て
本
案
ま
で
は
作
成
さ
れ
な
か
っ
た
、
そ
の
可
能
性
が
大
き
い
。

五

出
符
と
そ
の
記
録

と
こ
ろ
で
吐
魯
番
出
土
文
書
に
は

資
四
と
は
異
な
っ
て
「
符
」
そ
の
も
の
と
は
見
な
せ
な
い
文
書
が
数
貼
存
在
す
る
。
第
三
次
大
谷
探
検

陵
が
将
来
し
た
次
の
文
書
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。

資
七

延
寄
元
年
〈
六
二
四
〉
、
変
河
郡
の
司
馬
の
主
者
枯一寸
に
王
令
を
停
え
た
「
符
」
の
潟
し
(
録
『
籍
帳
』
三
一
一
一
J
三
頁
、
関
尾
九
四
年
六
四
頁
。

園
『
籍
帳
』
一
一
一
一
一
一
頁
、
小
田
義
久
責
任
編
集
『
大
谷
文
書
集
成
』
萱
の
園
版
一
・
二
、

一
九
八
四
年
〉

① 

前

紋

l 

起



q
b
 

〔
企
M
U

3

「口

寧
遠
将
軍
吏
部
郎
中
乗
兵
部
事
麹

口

口

(教
)
勅
交
河
郡
司
馬
主
者
、
彼
郡
今
須
甲
申
歳
六
月
期
遠
行
馬
債
鏡
、
沿
三
月
剤
遁
銭
。
」
前
有
符
去
、

至
今
日
司
、

〔戸行〕

更
重
遣
符
去
、
符
到
、
期
此
月
武
拾
伍
日
、
仰
僚
事
人
、
迭
来
詣
府
、
職
入
使
畢
。
不
得
遺
失
。
承
旨
奉
口
。

〔
寝
〕口

4 6 _ 5 
口語

口哲

国

7 

逼

事

メL
H 

史

辛

ニ事L
.=. 

年

歳

ーノ、

廿

日

起

甲

申

月

寧
遠
将
軍
吏
部
郎
中
粂
兵
部
事
麹

口

口

徐

白〕

2 

前
有
符
去
、

〔
令
〕
〔
教
)

〔
泊

三

月

剤

遁

銭

)

②

1

「
口
一
口
口
口
豚
司
馬
主
者
、

彼
懸
今
須
甲
申
歳
六
月
剤
遠
行
馬
債
鏡
、
口
口
口
口
口
口
。
」〔迭
来

詣

府

)

至
今
不
畢
。
今
重
遣
符
去
。
符
到
、
期
此
月
廿
六
日
、
仰
償
事
人
、
口
口
口
口
、

〔巴
行
〕
口
。

験
入
使
畢
。
不
得
遺
失
。
承

3 4 5 

〔
延
〕口

寄

フじ

6 7 8 

〔
前
有
符

去
〕

口
口
口
口
、

雪
量
。

9 10 
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〔
延
〕口

書

11 

一元

日

奉

通

事

〔
「
孟
」
U
口

白書

A明
μ

史

辛

年

ーノ、

廿

歳

日

起

甲

出
T

月

寧
遠
将
軍
吏
部
郎
中
兼
兵
部
事
麹

口

口

〔
至
今

U

2

車
遁
符
去
〕

口
口
不
畢
。
園
口
口
口
口
、

仰
僚
事
人
、

〔府〕

迭
来
詣
口
、

符
到
、

不
得
遺
失
。
承

旨
奉

〔期
日何此。]月

廿

日

逼

〔
「
孟
」
U
口

口言

事

メL
TI 

史

辛

年

ムノ、

日

起

廿

.....J 

歳

甲

申

月

〔
ゴ
チ
は
署
名
〕

〔
「
一
」
は
濃
い
墨
色
〕

-161ー
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12 

寧
遠
将
軍
吏
部
郎
中
兼
兵
部
事
麹

口

口

〔
{
ハ
)
は
空
白
を
一
示
す
〕

こ
の
資
七
①
は
大
谷
文
書

一
一
二
一
一
で
あ
り
、
②
は
大
谷
文
書

ご
ニ

一
O
と
一
四
六
六
を
接
合
し
復
元
し
た
も
の
で
本
来
は
一
紙
と
な
っ
て

〈

川

崎

)

(

必

)

い
た
も
の
で
あ
る
。
と
も
に
一
枚
の
用
紙
の
な
か
に
少
な
く
と
も
二
つ
以
上
の
「
符
」
形
式
の
文
書
が
連
寓
さ
れ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。
こ

れ
は
先
に
見
た
高
昌
園
を
代
表
す
る
「
符
」

(
印

)

ぃ
。
そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
な
「
符
」
そ
の
も
の
と
見
な
せ
な
い
文
書
は
、
何
を
目
的
と
し
て
作
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

(資
四
)
と
形
態
が
異
な
っ
て
お
り
、

資
七
①
②
を
「
符
」
そ
の
も
の
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な

先
に
推
察
し
た
よ
う
に
出
符
さ
れ
る

「符」

そ
の
も
の
は
、

捨
嘗
諸
部
か
ら
門
下
的
官
制
機
構
に
迭
ら
れ
検
勾
を
受
け
た
後
、

執
行
さ
れ

た
。
し
た
が
っ
て
捨
嘗
諸
部
に
本
案
が
返
さ
れ
な
い
限
り
諸
部
に
は
記
録
が
残
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

し
か
も
高
昌
園
で
は
本
案
作

成
の
可
能
性
が
少
な
い
と
推
察
し
た
の
で
あ
る
か
ら

」
の
駐
は
重
要
で
あ
る
、
私
は

い
く
つ
か
の
「
符
」
が
連
寓
さ
れ
た
資
七
の
形
式
の

-162ー

文
書
は
、
本
案
に
か
わ
る

「
符
」
の
控
え
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。
先
に
資
五
と
し
て
示
し
た
文
書
も
、
貫
は
連
寓
さ
れ
た
こ
の
「
符
」
形

(

日

〉

式
の
文
書
の
う
ち
の
一
貼
を
奉
げ
た
も
の
で
あ
る
。
も
し
こ
う
し
た
推
察
が
許
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
資
七
は
屯
田
が
、
資
五
は
都
官
、
が
そ
れ
ぞ

れ
作
成
し
た
控
え
と
な
る
。
そ
し
て
そ
の
作
成
は
、
検
勾
後
の
出
符
の
段
階
で
は
な
く
検
勾
前
、
す
な
わ
ち
捨
嘗
諸
部
が
「
符
」
を
門
下
的
官

制
機
構
に
返
す
直
前
と
み
る
こ
と
が
安
嘗
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
。

資
七
①
②
に
は
四
ケ
所
の
紀
年
が
見
え
る
が
、

'ν&

。

そ
の
う
ち
一
一
一
ケ
所
ま
で
が
「
六
月
廿
口
日
起
」
と
あ
る
よ
う
に
日
附
の
下
一
桁
が
空
白
と
な

っ
て
い
る
。

日
附
部
分
だ
け
が
空
白
と
さ
れ
た
の
は
、
数
日
内
に
出
符
さ
れ
る
こ
と
は
確
買
で
も
(
資
七
①
②
の
場
合
は
六
月
廿
日
を
過
ぎ
て
数
日

内
〉
検
勾
を
受
け
る
た
め
に
そ
の
日
を
特
定
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
起
草
さ
れ
た
「
符
」
が
、
門
下
的
官
制
機
構
に
返
さ
れ
る

(

臼

)

直
前
に
控
え
ら
れ
た
こ
と
を
裏
附
け
る
。

と
こ
ろ
で
「
出
符
」
そ
の
も
の
に
は
、
執
行
嘗
目
、
空
白
と
さ
れ
て
い
た
部
分
に
日
附
が
書
き
入
れ
ら
れ
た
。

(
臼
〉

資
四
の
「
延
書
十
七
年
庚
子
歳
四
月
九
日
起

(
5
行
)
」
の
「
九
」
は
そ
の
例
で
あ
る
。
こ
の
日
附
は
、
お
そ
ら
く
検
勾
し
た
門
下
的
官
制
の
機

「出
符
」
そ
の
も
の
と
し
た



〈
白
山
〉

構
の
官
員
、
が
書
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
「
出
符
」
そ
の
も
の
は
、
再
び
捨
嘗
諸
部
に
迭
ら
れ
て
措
嘗
諸
部
か
ら
出
符
さ
れ
た
よ
う

で
あ
る
。
と
い
う
の
も
資
七
①
に
一
ケ
所
の
み

「
六
月
廿
一
日
起
」

(
7
行
〉
と
日
附
の

「一」

を
書
き
込
ん
だ
例
が
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
「
ご
字
は
、
他
の
文
字
と
別
筆
と
ま
で
は
い
え
な
い
が
墨
色
が
濃
い
。

お
そ
ら
く
出
符
後
、
諸
部
で
は
控
え
の
日
附
の
空
白
に
出
符
日

を
書
き
込
む
の
が
正
し
い
手
積
き
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
こ
れ
は
そ
の
手
績
き
を
遵
守
し
た
例
と
な
る
。

も
し
こ
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
れ
ば
、
諸
部
は
「
符
」
の
本
案
を
作
成
し
な
く
て
も
そ
の
内
容
を
控
え
て
お
く
こ
と
は
可
能
と

な
る
。

「
符
」
そ
の
も
の
だ
け
で
な
く
複
数
の
「
符
」
を
一
紙
に
控
え
た
文
書
も
出
土
し
た
の
は
、

そ
の
た
め
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
従
来
こ
の

よ
う
な
「
符
」
の
控
え
を
「
符
」
そ
の
も
の
と
し
て
扱
っ
て
き
た
が
、
巌
密
に
言
え
ば
誤
り
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

お

わ

り

高
昌
王
が
「
諾
」
と
裁
可
し
た
事
柄
は
、
門
下
的
官
制
機
構
の
最
高
官
・
門
下
校
郎
が
「
諾
」
を
「
令
」
字
に
改
め
た
文
書
に
よ
っ
て
関
係

す
る
向
書
的
官
制
機
構
の
諸
部
に
迭
付
さ
れ
た
。
そ
れ
を
受
け
た
諸
部
で
は
、
裁
可
さ
れ
た
事
柄
(
す
な
わ
ち
王
令
)
を
施
行
す
る
た
め
、
執
行

-163ー

携
営
責
任
者
(
郡
豚
で
あ
れ
ば
司
馬
の
主
者
〉
に
執
行
を
命
じ
る
「
符
」
を
起
草
し
た
。

そ
の
際
、

諸
部
の
官
員
が
逼
署
し

年
月
日
の
目
附
だ

控
え
を
取
っ
た
う
え
で
(
同
内
容
の
「
符
」
が
あ
れ
ば
ま
と
め
て
控
え
を
作
成
〉
門
下
的
官
制
機
構
へ
返
迭
し
た
。

た
門
下
的
官
制
機
構
で
は
、
こ
の
「
符
」
を
検
勾
し
て
空
白
の
日
附
を
記
入
し
、
再
度
向
書
的
官
制
機
構
に
迭
付
し
て
出
符
さ
せ
た
。

(

問

山

)

明
ら
か
と
な
丹
、
た
高
昌
園
に
お
け
る
「
符
」
に
よ
る
王
令
の
俸
達
手
績
き
で
あ
る
。
こ
の
手
績
き
の
な
か
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
王
に
直
属
す

け
を
空
白
と
し
、

返
迭
を
受
け

」
れ
が

る
門
下
的
官
制
機
構
が
、
奏
を
受
け
、
王
令
を
俸
達
し
た
だ
け
で
な
く
、
王
令
の
施
行
を
措
賞
す
る
他
機
構
の
向
書
的
官
制
機
構
諸
部
に
ま
で

検
勾
権
を
行
使
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
園
の
王
権
は
、
王
令
執
行
段
階
ま
で
掌
握
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
五
代
王
麹
文
泰
は
こ
の
王
権

の
一
一
層
の
強
化
を
試
み
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
過
程
に
出
現
し
た
「
奏
聞
奉
信
」
印
は
こ
の
門
下
的
官
制
機
構
の
検
勾
権
を
よ
り
鮮
明
に
し
、

(
符
)
〔
行
〕

つ
ま
り
向
室
目
的
官
制
機
構
の
語
部
の
指
示
文
言
「
持
到
奉
口
」
が
門
下
的
官
制
機
構
の
そ
れ
に
見
え
る
ま
で
の
書
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ま
た
「
符
」
書
式
の
改
襲
、
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式
に
し
た
の
も
、
す
べ
て
門
下
的
官
制
機
構
の
権
限
の
強
化
に
あ
ア
た
。
高
昌
園
は
、
三
省
で
は
な
く
門
下
的
官
制
機
構
と
向
書
的
官
制
機
構

(

白

山

)

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
た
小
園
で
は
あ
?
た
が
、
そ
こ
に
は
王
権
を
支
え
る
巧
み
な
機
構
が
作
り
あ
げ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

引
用
文
献
・
論
文
略
競
表

『
文
書
』
四
加
・
園
家
文
物
局
古
文
献
研
究
室
等
編
『
吐
魯
番
出
土
文
書
』

第
四
加
、
一
九
八
三
年
。

『
文
書
』
武
:
・
:
中
園
文
物
研
究
所
等
編

・
唐
長
蒲
主
編
『
吐
魯
番
出
土
文

書
』
〔
武
〕
、
一
九
九
四
年
。
東
亜
史
舎
よ
り
い
た
だ
い

た
。
記
し
て
感
謝
す
る
。

『
籍
帳
』
:
:
・
:
池
田
温
『
中
薗
古
代
籍
帳
研
究
|
概
観
・
録
文
|
』
(
東

京
大
同
学
東
洋
文
化
研
究
所
報
告
)
、
一
九
七
九
年
。

ロ
O
の
C
F向
開

Z
、H
，
ω
同
〉
.
回
:
・
:
叶
C
Z'
E
C〉
Z
O
〉
Z
U
叶
C
百円
P
2
0
0円
UC'

室
開

Z
吋
印
の
O
Z円
U開閉
N
Z
H
z
o
m
Oの目
、r
F
〉
Z
U
何
の
O
Z
O玄
円

〈

U

回目
印
叶
O
H
N
4
F
F
mw岡
田
}
吋

O
H
同
〉
∞
"
]
戸
宮
司
∞
-

池
田
八
一
年
:
:
:
池
田
温

「
中
園
に
お
け
る
簡
脳
研
究
の
位
相
」
『
木
簡
研

究
』
一
一
一
鋭
、
一
九
八
一
年
。

池
田
八
二
年
:
:
:
池
田
温

「中
閣
に
お
け
る
吐
魯
番
文
書
整
理
研
究
の
進
展

-
唐
長
孫
講
演
の
紹
介
を
中
心
に
|
」
『
史
翠
雑
誌
』
九

一
編
三
鋭
、
一
九
八
二
年
。

池
田
八
四
年
:
:
:
池
田
湿
「
中
園
古
代
買
田

・
買
園
券
の
一
考
察
|
大
谷
文

書
三
貼
の
紹
介
を
中
心
と
し
て
|
」

『
東
ア
ジ
ア
史
に
お

け
る
園
家
と
農
民
』
、

一
九
八
四
年
。

王
八
九
年
:
:
・・
王
索
「
麹
氏
高
畠
中
央
行
政
霞
制
考
論
」

『
文
物
』

一九

八
九
年
一
一
期
。

王
九
七
年
j
i
-
-
王
素
『
吐
魯
番
出
土
高
昌
文
献
縞
年
』
、
一
九
九
七
年
(
霊

北
、
新
文
盟
出
版
公
司
〉
。

拙
稿
八
四
年
:
・
・
白
須
浄
真
「
麹
氏
高
畠
園
に
お
け
る
上
奏
文
書
試
緯
|
民

部
・
兵
部
・
都
官
・
屯
田
等
諸
官
司
上
奏
文
書
の
検
討

|
」
『
東
洋
史
苑
』
一
一
一
一
一
一
説
、
一
九
八
四
年
。

拙
稿
八
六
年
:
・
白
須
浮
員
「
高
昌
・
閥
爽
政
権
と
縁
禾

・
建
卒
紀
年
文

書
」

『
東
洋
史
研
究
』
四
五
巻

一
説
、
一
九
八
六
年
。

関
尾
九

O
年
・
:
闘
尾
史
郎

「高
昌
文
書
に
見
え
る
官
印
に
つ
い
て
|
『
吐

魯
番
出
土
文
書
』
劉
紀
(
九
〉

l
」
(
I〉
(
E〉
(E)
『止

魯
番
出
土
文
物
研
究
曾
舎
報
』
四

O
、
四

一
、
四
四
鋭
、

一
九
九
一
年
。
こ
の
舎
報
は
『
吐
魯
番
出
土
文
物
研
究
情

報
牧
録
』
、
一
九
九
一
年
に
合
加
。
本
稿
に
示
す
頁
は
こ

れ
に
よ
る。

関
尾
九
一
年
:
:
:
関
尾
史
郎
「
高
昌
園
の
侍
郎
に
つ
い
て
ー
そ
の
所
属
と
職

掌
の
検
討
l
」

『
史
林
』
七
四
巻
五
続
、
一
九
九
一
年
。

関
尾
九
三
年
:
:
:
関
尾
史
郎
「
義
和
政
袋
前
史
上
両
日
日
王
麹
伯
雅
の
改
革
を

中
心
と
し
て

l
」

『
東
洋
史
研
究
』
五
二
各
二
鋭
、
一
九

九
三
年
。

関
尾
九
四
年
・
:
:
関
尾
史
郎
「
高
畠
延
寄
元
(
六
二
四
〉
年
六
月
勾
遠
行
馬

債
銭
敷
符
を
め
ぐ
る
諸
問
題
(
上
〉
」
『
東
洋
史
苑
』
四

-164ー



二
・
四
三
合
併
説
、
一
九
九
四
年
。

陳
八
三
年
:
:
:
:
・
陳
仲
安
「
麹
氏
高
昌
園
時
期
門
下
諸
部
考
源
」

魯
番
文
書
初
探
』
、
一
九
八
三
年
。

唐
八
二
年
:
:
:
:
・
唐
長
儒
「
新
出
吐
魯
番
文
書
設
掘
整
理
経
過
及
文
書
簡

介
」
『
東
方
皐
報
』
京
都
五
四
加
、
一
九
八
二
年
。 『

敦
爆
吐

597 

註
(

1

)

『
階
書
』
巻
八
三
官
同
昌
俸
。
『
奮
唐
書
』
巻
一
九
八
高
畠
俸
。

〈
2
〉
か
つ
て
こ
の
主
図
の
上
奏
文
書
を
取
り
あ
げ
、
園
家
意
思
決
定
の
シ

ス
テ
ム
に
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る
。
拙
稿
八
四
年
。
な
お
本
稿
は
、

「
第
九
回
吐
魯
番
出
土
文
物
研
究
舎
大
曾
」
(
於
龍
谷
大
率
、
九
七
年

八
月
五
日
)
に
お
い
て
設
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
貴
重
な
意
見
を
い
た

だ
い
た
舎
員
各
位
に
感
謝
す
る
。

(
3
〉
従
来
の
見
解
を
整
理
し
た
関
尾
九
三
年
、
四
、
一
一
、
一
三
頁
を
参

考
に
し
た
。

(
4
〉
圏
外
の
伊
豆
ロ
王
に
封
す
る
俸
逮
も
「
殺
す
る
」
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

は
、
伊
吾
を
め
ぐ
る
蛍
時
の
微
妙
な
閣
際
関
係
に
重
要
な
検
討
資
料
を

得
た
こ
と
に
な
る
。

(
5
〉
た
だ
し
こ
の
資
料
は
、
「
慧
立
本
、
彦
係
築
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に

玄
奨
が
直
接
筆
を
執
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

〈
6
〉
拙
稿
八
四
年
。
王
八
九
年
、
四
二
頁
な
ど
。

(
7
〉
池
田
温
氏
の
謬
を
参
照
し
た
。
資
ニ
も
向
。
池
田
八
四
年
、
二
七

九
、
二
八

O
頁。

(
8
〉
残
る
一
一
一
黙
の
録
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
(
/
は
改
行
箇
所
。
な
お
以

下
の
引
用
も
同
じ
〉
。

資
A
「
延
昌
三
十
四
年
〈
五
九
四
〉
呂
浮
闘
の
僻
」
に
射
す
る
高

昌
王
の
令
を
惇
え
た
文
書
(
銭
『
文
書
』
四
加
二
四
九
頁
、
園
『
文

書』

武
一
四
二
頁
)

一回
菖
品
川
四
年
甲
寅
裁
六
月
=
百
、
呂
浮
闘
辞
。
園
家
口
/
口
乏
、

(

師

同

)

(

萄

葡

〉

(

笹

〉

(

現

}

〔

碕

剤

)

角
午
用
不
周
。
於
焚
渠
有
蒲
桃
一
圏
、
淫
理
不
/
口
、
見
買
得
蒲
桃

(貿〕

利
口
口
、
口
惟
/
口
下
乞
μ

貝
取
、
以
一開
口
口
聴
許
、
謹
勝
。
/
一団一

〔
事

〕

〔

貿

)

口
全
国
麹
儒
一岬
ア

「
今
・
聴
覚
口
。
」

資
B

「高
畠
某
人
の
欝
」
に
制
到
す
る
高
昌
王
の
令
を
俸
え
た
文
書

一
(
録
『
文
書
』
四
朗
二
五

O
頁
、
圃
『
文
書
』
武
一
四
三
頁
〉

(
碕
)

(
前
依
〉

/

U
一里
町
=盟
四咽口
口
口
一削
門
川
/
什
U
慈
放
腕
、
不

門

郎

)

(

萄

)

勝
一盟
諸
、
謹
辞
。
/
侍
口
養
生
一岬
7
「
今
日
聴
脱
蒲
口
口
畝
、

常

国
慰
畝
租
酒
亙

/
大
小
調
口
口
-盟。
」

資
C

「
高
昌
某
人
の
僻
」
に
劃
す
る
高
畠
王
の
令
を
停
え
た
文
書

二
(
銭
『
文
書
』
四
加
二
五
一
頁
、
園
『
文
書
』
京
一
四
四
頁
)

(
前
飲
〉
/
一働一
下
垂
慈
放
院
、
不
勝
所
請
、
謹
僻
。
/
侍
郎
養
生

{
葡
葡
)

一吻
ア

「
今
一
一
鰐
脱
蒲
桃
租
酒
童
図
、
常
国
慰
畝
口
口
/
口
調
京
年

除。」

資
B
・
C
に
は
紀
年
が
な
い
が
、

資
一
・
ニ
、
資
A
と
と
も
に
同
じ
紙

鮭
か
ら
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
同
様
に
延
昌
年
聞
と
見
て
誤
ら
な
い

で
あ
ろ
う
。

(

9

)

新
彊
維
吾
繭
自
治
匿
博
物
館
編
『
新
酒
出
土
文
物
』
、
一
九
七
五
年

に
枚
録
。
こ
の
園
録
を
紹
介
し
て
資
一
・
ニ
に
最
初
に
綱
れ
、
ま
た
殿

下
の
書
と
し
て
言
及
し
た
の
は
池
田
温
氏
で
あ
る
。
同

「新
酒
維
五
日
爾

自
治
区
博
物
館
編
『
新
彊
出
土
文
物
』
の
批
剣
と
紹
介
」
『
東
洋
四
月
子
報
』
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五
八
巻
三
・
四
抗
、
一
九
七
七
年
、
二
一
八
頁
。
池
田
八
四
年
、
二
八

O
頁
。
な
お
『
文
書
』
武
一
四

O
J四
頁
等
に
は
読
明
が
な
い
が
、
桃

山
宗
新
氏
は
「
図
王
的
朱
批
H

A

令
、
聴
買
取
。
」
と
言
う
。
同
「
麹
氏
高

田
国
王
園
官
府
授
田
制
初
探
」
『
中
園
吐
魯
番
組
午
舎
第
一
次
皐
術
研
討
舎

論
文
集
』
、
一
九
九
一
年
、
二
二
四
頁
。
文
書
を
貫
見
し
て
い
な
い
今
、

こ
の
結
は
保
留
す
る
。

(
叩
〉
本
稿
に
燭
れ
る
資
四
、
五
、
七
な
ど
の
「
符
」
の
形
式
を
取
る
文
書

の
他
、
次
の
コ
高
昌
迫
贈
宋
懐
見
虎
牙
将
軍
令
」
が
該
賞
す
る
(
た
だ

し
こ
れ
は
、
官
同
昌
王
が
使
者
を
た
て
て
「
令
」
を
直
接
賞
事
者
に
停
達

し
た
も
の
で
、
「
符
」
に
よ
る
「
令
」
の
俸
遥
を
扱
う
本
稿
で
は
、
取

り
上
げ
な
い
。
)

令
土
穴
褒
賢
賞
善
、
前
聖
洪
願
、
録
功
酬
勲
、
/
後
政
修
向
。
故

(

芯

)

宋
懐
見
一
果
質
純
直
、
至
/
行
中
広
刀
、
率
己
奉
上
之
懲
自
少
而
菊

砂
金
、
先
公
後
私
、
迄
老
而
不
怠
。

:
:・

/
孤
閲
衿
情
、
情
懐
悼

動
走
。
故
透
明
/
将
軍
王
具
伯
、
成
薩
布
等
、
追
贈
虎
牙
将
軍
。

(
集
)

/
魂
市
有
鐙
、
承
弦
祭
説
。
鳴
呼
哀
哉
。
/
一
一
一
月
廿
四
日
。

銭
『
文
書
』
三
畑
一
七
五
頁
、
園
『
文
書
』
萱
三
八

O
頁。

孟
簸
寅
氏
は
、
日
附
の
「
四
」
を
高
昌
王
の
親
査
と
す
る
(
第
九
回
吐

魯
番
出
土
文
物
研
究
大
禽
〉
。(軟
)

(
日
)
王
素
氏
の
分
類
で
は
「
勅
令
」
の
項
目
を
建
て
る
が
、
麹
氏
高
昌
園

に
は
「
敷
」
と
呼
相
僻
す
る
王
言
や
そ
れ
に
制
割
腹
す
る
官
文
書
は
な
い
。

王
九
七
年
、
三
八
九
頁
。
し
た
が
っ
て
陳
仲
安
氏
が
、
高
田
国
園
の
門
下

(柑〉

諸
官
の
職
責
と
し
て
言
う
「
停
遼
勅
令
」
の
救
令
も
こ
の
閣
に
は
な
じ

ま
な
い
表
現
で
あ
る
。
陳
八
三
年
、
二
一
頁
。

(
ロ
〉
早
期
の
例
で
は
、
池
田
八
四
年
、
二
七
九
頁
。

ハ
日
)
「
伏
願
殿
下
照
弦
所
請
。
謹
僻
。
」
ハ
資
ご
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の

僻
は
「
殿
下
」
、
す
な
わ
ち
高
畠
王
に
謝
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

(
日
比
)
官
同
昌
園
の
中
央
政
府
は
三
省
で
は
な
く
門
下
的
官
制
機
構
と
筒
書
的

官
制
機
構
と
に
よ
っ
て
機
能
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
出
納
と
審
査
機

構
は
分
離
せ
ず
門
下
的
官
制
機
構
が
掌
握
し
、
そ
の
官
員
に
は
門
下
校

郎
、
通
事
令
史
、
中
兵
校
郎
、
侍
郎
、
中
郎
な
ど
が
配
置
さ
れ
て
い

た
。
な
お
玉
素
氏
は
、
門
下
的
官
制
機
構
が
掌
握
し
て
い
た
の
は
文
事

で
あ
り
、
武
備
は
中
兵
機
構
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
と
す
る
。
高
畠
官
制

に
つ
い
て
は
、
関
尾
九
一
年
、
王
八
九
年
を
参
照
。

(
お
)
「
俸
」
・
「
令
L

二
字
の
聞
に
句
貼
を
加
え
な
い
場
合
で
も
こ
う
し
た

理
解
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
資
一
・
ニ
を
引
い
て
中
村
裕
一
氏
が
、

コ
局
昌
園
の
鮮
は
辞
を
俸
奏
す
る
官
人
が
い
て
、
『
令
』
を
裂
し
て
剣

僻
を
示
す
人
物
に
僻
が
停
達
さ
れ
る
こ
と
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

『
令
』
以
下
の
剣
語
を
示
す
人
物
は
「
殿
下
』
と
表
現
さ
れ
て
い
る
か

ら
高
昌
王
で
あ
る
と
剣
断
さ
れ
る
。
」
と
さ
れ
た
の
は
最
新
の
例
で
あ

る
。
同
『
唐
代
公
文
書
研
究
』
一
九
九
六
年
、
一
九
四
頁
。
ゴ
チ
化
は

筆
者
。

(
日
〉
庶
民
の
「
辞
」
が
直
接
、
中
兵
参
軍
や
門
下
校
郎
の
手
元
に
届
く
こ

と
は
あ
り
え
な
い
。
一
端
官
署
で
受
理
さ
れ
て
後
、
「
僻
」
の
形
式
の

文
書
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
手
幽
聞
き
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
八
六
年
八

一
J
一
一
頁
。
ま
た
、
地
方
郡
勝
に
在
住
す
る
庶
民
が
提
出
す
る
「
僻
」

の
受
理
手
績
き
な
ど
検
討
課
題
は
多
い
。

(
げ
〉
麹
氏
高
畠
園
時
代
で
は
な
い
が
、
且
渠
氏
高
昌
閣
時
代
の
「
承
卒
十

三
年
(
四
五
五
)
且
渠
封
裁
の
木
版
」
冒
頭
の
「
令
」
字
の
撞
頭
を
例

示
し
て
お
く
。
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「
有令

H

故
冠
軍
将
軍
・
都
郎
中
・
高
昌
太
守
封
戴
、
夫
功
高
徳
部
、

好
/
爵
亦
崇
。
惟
君
誕
秀
紳
境
、
文
照
武
烈
。
協
輔
余
局
、
照
縫

/
紹
之
美
。
:
:
:
今
遺
使
者
/
陰
休
、
贈
君
敦
濯
太
守
。
魂
而
有

盤
、
受
弦
嘉
籍
。
」
/
承
卒
十
三
年
四
月
廿
一
日
起
、
山
間
書
吏
部
。

(
鍛
池
田
八
一
年
、
九
二
頁
。
圃
『
新
彊
出
土
文
物
』
)

こ
の
「
有
令
日
云
々
」
の
鐙
頭
を
無
観
し
て
「
有
。
令
一
云
・4
」
と
諌

め
な
い
よ
う
に
、
「
停
令
一
云
々
」
も
「
俸
。
令
・
云
ん
こ
と
は
諌
め

な
し
。

〈
叫
同
)
資

一
・
こ
に
附
さ
れ
た
そ
の
タ
イ
ト
ル
は
、
「
高
畠
延
畠
六
年
(
公

元
五
六
六
年
)
呂
阿
子
求
買
桑
葡
萄
固
辞
」
(
『
文
書
』
四
加
二
四
七

頁
〉
、
「
高
昌
延
昌
十
七
年
(
公
元
五
七
七
年
)
史
天
済
求
買
固
辞
」

(
『
文
書
』
四
加
二
四
八
頁
)
で
あ
る
。

(
叩
日
〉
従
来
の
研
究
成
果
を
取
り
入
れ
て
整
理
し
た
中
村
裕
一
『
唐
代
制
救

研
究
』
、
一
九
九
一
年
、
五
六
頁
を
参
照
。

〈m
出
)
拙
稿
八
四
年
、
二
四
J
五
頁
。
五
三
頁
。

(
幻
〉
『
文
書
』
七
加
二
二
J
一
一
一
一
良
。
こ
の
告
身
に
つ
い
て
は
、
中
村
裕
一

『
唐
代
公
文
書
研
究
』

一
九
九
六
年
、
二
三
五
J
三
八
頁
を
参
照
。

〈
幻
〉
閲
違
い
な
く
官
同
昌
王
が
「
諾
」
と
御
室
し
た
と
い
う
推
定
の
上
で
あ

る
。
し
か
し
現
貧
に
は
、
「
諾
」
を
-
記
し
た
文
書
は
麹
氏
高
昌
園
時
代

に
は
報
告
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
高
田
目
玉
は
、
口
頭
で
「
諾
」
と
裁
可

し
た
だ
け
で
「
諾
」
字
を
書
き
込
む
文
書
は
も
と
よ
り
用
意
さ
れ
ず
、

口
頭
の

「
諾
」
を
「
令
」
字
に
置
き
換
え
た
文
書
だ
け
が
作
成
さ
れ
た

か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
が
資

一
・
こ
で
あ
る
と
。
可
能
性
は
小
さ
く
な

もし
V

(
お
〉
高
畠
園
が
中
園
王
朝
か
ら
加
封
さ
れ
た
園
家
で
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
勝
手
に
振
る
舞
え
な
い
園
際
的
地
位
に
あ
っ
た
こ
と

も
現
貧
で
あ
る
。

(
担
〉
中
園
王
朝
の
皇
帝
と
同
じ

「奏
」
に
よ
る
上
申
を
さ
せ
な
が
ら

「
可」

や
「
関
」
で
は
裁
可
で
き
な
い
高
昌
園
の
現
寅
を
思
い
出
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。

(
お
)

古岡
田
閏
王
の
裁
可
の
語
が
、
中
園
王
朝
の
皇
太
子
と
同
じ
「
諾
」
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
高
昌
王
の
王
言
も
「
令
」
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
定

さ
せ
る
。
高
昌
王
の
王
言
に
は
「
令
」
よ
り
も
ラ
ン
ク
の
高
い
も
の
も

低
い
も
の
も
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

(
お
〉
惰
は
加
封
し
外
臣
と
し
た
高
昌
王
に
、
皇
帝
と
同
格
と
な
る
王
言

「
詔
」
の
使
用
は
嘗
然
認
め
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
惰
以
前
か
ら
加

封
を
受
け
そ
の
制
約
を
熟
知
し
て
い
た
高
昌
王
も
自
身
の
王
百
の
止
ま

る
段
階
を
「
令
」
と
承
知
し
て
い
た
。
こ
れ
が
東
ア
ジ
ア
園
際
社
舎
に

存
在
し
た
園
際
感
究
で
あ
る
。

(
幻
〉
韓
民

一
・
こ
は
、
高
畠
園
滅
亡
〈
六
四

O
)
後
で
は
な
く
そ
の
時
代
に

破
棄
さ
れ
た
。
園
玉
の
親
筆
で
あ
れ
ば
こ
う
し
た
扱
い
は
で
き
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。

(
お
)
唐
八
二
年
八
七
J
九
頁
。
池
田
八
二
年
、
六
五
J
七
頁
。
池
田
八
四

年
、
二
七
八

l
八
二
頁
。

(mg
王
九
七
年
、
二
八
八
頁
は
、
延
害
時
八
年
(
六
一
一
一
一
)
前
後
と
す
る
。

(
鈎
〉
前
掲
註
〈
お
)
参
照
。

(
お
〉
国
土
の
取
り
替
え
の
裁
可
を
得
た
資
A
も
こ
の
段
階
。

(

M

M

)

こ
の
勲
に
係
わ
っ
て
は
閥
尾
史
郎
、
荒
川
正
晴
雨
氏
か
ら
示
数
を
得

た
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(
お
〉
王
素
八
九
年
、
五
二
頁。

(
川
内
)
た
だ
し
、
門
下
的
官
制
機
構
が
資
三
の
様
式
の
文
書
を
作
成
し
、
各

諸
部
に
俸
達
し
た
可
能
性
も
完
全
に
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
の
剣
断

は、

資
三
の
紙
背
に
見
え
る
「
方
竣
」

(
押
署
〉
が
、
門
下
的
官
制
機

構
も
し
く
は
向
書
的
官
制
機
構
の
屯
田
の
い
ず
れ
の
官
員
で
あ
っ
た
か

に
か
か
っ
て
い
る
が
、

「方
竣
」
は
他
に
見
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
今

は
、
資
三
の
朱
線
(
屯
田
に
お
い
て
登
記
簿
へ
の
注
記
等
の
確
認
の
た

め
に
引
か
れ
た
も
の
か
?
『
文
書
』
萱
四
四
一
頁
〉
を
根
援
に
本
文
の

よ
う
に
理
解
す
る
。
な
お
帳
簿
へ
の
記
載
終
了
の
書
き
込
み
が
朱
書
で

あ
っ
た
こ
と
は
、
池
田
温
氏
が
示
さ
れ
て
い
る
。
池
田
八
四
年
、
二
七

八
頁
。

(
お
)
関
尾
九

O
年

(E
)、
二
三
八
頁
。
な
お
[
〕
内
は
筆
者
の
加
筆
。

(
お
)
中
園
王
朝
の

「
符
」
に
つ
い
て
は
資
六
、
わ
が
園
の
そ
れ
(
養
老
公

式
令
符
式
)
に
つ
い
て
は
、
「
律
令
』
(
日
本
思
想
鐙
系
〉
、
一
九
七
六

年
、
三
八

O
頁。

(
幻
)
註
(
お
)
参
照
。
な
お
、
大
賀
令
符
式
の
復
元
は
早
川
庄
八
『
日
本
古

代
官
僚
制
の
研
究
』
八
六
年
、
九
二
J
一
一
一
頁
の
註
(
泌
〉
、一

O
三
J
六

頁
の
補
註
参
照
。

(
お
)
例
示
の
よ
う
に
蛍
初
高
昌
園
で
は
「
符
」
に
「
救
」
字
で
は
な
く

「刺
」
字
を
用
い
て
い
た
。
『
大
麿
六
典
』
巻
一
向
書
都
省
・
左
右
司

郎
中
員
外
郎
職
掌
の
僚
に
「
諸
司
自
相
質
問
、
其
義
有
三
。
日
開
・

刺
・
移
。
」
と
あ
る
よ
う
に
唐
で
は

「
刺
」

は

「
閥
」
・
「
移
」
と
と
も

に
諸
司
相
互
聞
の
や
り
と
り
に
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
『
令
集
解
』
巻

三
二
公
式
令
解
式
の
僚
に
は
「
検
唐
令
。
向
書
省
内
諸
司
上
都
省
者
潟

刺
也
。
」
と
あ
っ
て
向
書
省
内
の
諸
司
(
二
四
司
)
が
都
省
に
提
出
す

る
文
書
と
限
定
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
高
畠
園
の

「
刺
」

は
遁
悠
し

な
い
が
、
「
関
」
が
南
朝
の
宋
で
は
皇
太
子
へ
の
上
申
に
用
い
ら
れ
た

例
が
あ
る
よ
う
に
(
拙
稿
八
四
年
、
二
三
頁
)
、
唐
の
規
定
も
従
前
の

規
定
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
か
つ
て
「
刺
」
が
下
降
文

書
に
使
わ
れ
た
経
緯
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た

「刺
」
が
向

書
省
内
だ
け
で
の
使
用
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
興
味
深
い
。
高
園
田
閣
で

は
郡
豚
組
織
も
向
霊
目的
官
制
機
構
の
内
部
と
す
る
認
識
が
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
高
園
田
園
の
郡
豚
組
織
検
討
の
手
が
か
り
と
な
る
か
も
し
れ

な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の

「刺
」
の
課
題
は
大
き
い
。

(

m

却
)
高
昌
園
の
都
官
の
職
掌
は
、
『
寧
朔
将
軍
麹
斌
浩
寺
碑
』
を
引
い
た

慮
向
前
『
敦
爆
吐
魯
番
文
書
論
稿
』
一
九
九

二
年
、
二

一
六
頁
の

(補)。

(ω
〉

「起
」
で
あ
っ
て
唐
の

「
符
」
の
よ
う
に

「
下
」

(資
六
〉
と
な
っ

て
い
な
い
の
は
、
都
官
の
起
草
に
重
き
を
置
い
た
表
現
で
あ
ろ
う
。

(

H

U

)

王
権
強
化
が
門
下
的
官
制
機
構
の
強
化
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
諸
部

の
指
示
文
言
ま
で
も
あ
え
て
門
下
的
官
制
機
構
の
指
示
に
見
え
る
よ
う

に
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

(
必
〉
陳
八
三
年
、
一
五
頁
。

(
円
相
〉
王
八
九
年
、
四
四
頁
。
孟
態
寅

・
宣
紅
「
試
論
麹
氏
高
昌
中
央
諸
曹

職
掌
」

『
西
域
研
究
』
一
九
九
五
年
第
二
期
、
二
三
頁。

(
必
〉
関
尾
九

O
年

(I
)、一
一
一
一
ニ
頁
。
高
畠
王
の
裁
可
の
語
は

「
諾
」

で
あ
っ
た
か
ら
、
印
文
は

「奏
諾
奉
信
」
が
正
し
い
。
し
か
し
「
諾
L

よ
り
も
グ
レ
ー
ド
の
高
い
裁
可
の
語
「
閲
」
(
皇
一
帝
の
裁
可
の
語
「
可
」

と
「
開
」
の
う
ち
の
一
つ
)
を
採
用
し
た
の
は
、
王
様
強
化
を
圏
内
に

誇
示
す
る
意
闘
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
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(
必
〉
仁
井
田
陸
氏
は
、
こ
の
唐
令
残
巻
に
よ
っ
て
符
式
を
復
元
さ
れ
た

が
、
そ
の
際
『
令
集
解
』
に
「
倫
書
省
下
諸
寺
」
と
あ
り
、
日
本
公
式

令
第
十
二
僚
符
式
に
「
右
太
政
官
下
園
符
式
(
省
墓
准
此
)
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
「
諸
寺
」
「
州
」
の
脱
落
を
推
定
さ
れ
た
。
『
唐
令
拾
遺
』

(
二
刷
〉
一
九
八
三
年
、
五
五
九
頁
の
註
二
。

(
日
叩
)
牛
来
穎
、
中
村
裕
一
一
岡
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
「
下
」
字
が
脱

落
。
牛
「
讃
敦
煙
吐
魯
番
文
書
札
記
」
『
中
園
史
研
究
』
一
九
八
六
年

一
期
、
一

O
一
一
貝
。
中
村
『
唐
代
公
文
書
研
究
』
一
九
九
六
年
、
三
六

一一一
J
四
頁
。

(

U

)

高
昌
園
で
本
案
も
作
成
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
王
城
(
高
昌
城
)

に
近
い
ア
ス
タ
ー
ナ
古
墳
群
か
ら
出
土
し
た
資
四
は
、
屯
固
に
返
さ
れ

て
保
管
さ
れ
た
本
案
の
可
能
性
が
高
い
。
出
符
さ
れ
た
「
符
」
が
王
城

の
近
く
か
ら
出
土
す
る
可
能
性
は
低
い
か
ら
で
あ
る
。
な
お
関
尾
史
郎

氏
は
、
資
四
は
、
交
河
・
南
卒
郡
、
永
安
豚
等
の
多
く
の
郡
豚
に
制
到
し

て
下
さ
れ
た
「
符
」
で
あ
る
か
ら
、
「
符
」
を
携
え
た
使
者
が
こ
れ
ら

の
郡
勝
を
巡
っ
て
後
、
玉
城
に
持
ち
飼
っ
た
こ
と
を
示
唆
さ
れ
た
。
も

し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
出
符
さ
れ
た
は
ず
の
「
符
」
が
玉
城
の
近
く
か
ら

出
土
し
て
も
読
明
が
つ
き
、
「
本
案
」
不
作
成
を
閲
接
的
な
が
ら
裏
附

け
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

(
泊
四
)
接
合
は
閥
尾
史
郎
氏
で
あ
る
。
関
尾
九
四
年
、
六
J
七
頁
。

(
品
目
)
「
符
」
を
下
す
郡
豚
の
司
馬
の
主
者
が
異
な
っ
て
い
る
だ
け
で
連
潟

さ
れ
た
文
書
内
容
は
同
様
で
あ
る
。
保
存
の
良
い
①
を
誇
し
解
説
し
て

お
く
。

〔
韓
)

「
令
(
す
な
わ
ち
〉
交
河
郡
の
司
馬
の
主
者
に
勅
す
ら
く
、
彼
の

郡
ょ
、
今
、
甲
申
の
歳
六
月
分
の
遠
行
馬
債
銭
、
三
月
分
以
降
の

事

‘

。

。

滞
納
〔
遼
行
馬
債
〕
銭
を
須
っ
。
」
前
に
符
を
去
る
も
今
に
至
る

お

わ

や

も
畢
ら
ず
。
更
に
重
ね
て
符
を
去
る
。
符
到
ら
ば
、
こ
の
月
の
二

十
五
日
を
期
し
償
事
人
〈
責
任
能
力
の
あ
る
関
係
者
〉
を
仰
い
で

は

乙

お

わ

迭
り
来
た
り
て
王
府
に
詣
で
、
輪
び
入
れ
て
畢
ら
し
め
よ
。
遺
失

を
ゆ
る
さ
ず
。
〔
王
の
「
令
」
の
〕
旨
を
承
け
て
奉
じ
行
え
。

先
の
私
見
に
従
い
「
」
内
を
王
令
と
し
、
そ
れ
以
降
を
寧
選
終
軍

吏
部
郎
中
兼
兵
部
事
麹
口
口
の
兵
部
事
と
し
て
の
指
示
と
考
え
る
。

「
六
月
剤
遠
行
馬
償
銭
」
の
「
剤
」
字
の
理
解
は
、
闘
尾
史
郎

「
高
昌

文
書
中
の
『
剤
』
字
に
つ
い
て
(
下
)
|
『
吐
魯
番
出
土
文
書
』
劉
記

(八

)
1」
『
吐
魯
番
出
土
文
物
研
究
集
録
』
八
五
頁
に
よ
っ
た
。

(ω
〉
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
「
奏
聞
奉
信
」
印
の
初
出
は
延
欝
四
年
で
あ

り
、
こ
れ
が
資
七
の
延
害
時
元
年
に
ま
で
遡
る
か
は
微
妙
な
と
こ
ろ
で
あ

る
。
関
尾
九

O
年

(
I〉
一
一
一
一
一
頁
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
は
、
公
印

が
な
い
こ
と
を
「
符
」
そ
の
も
の
の
で
な
い
根
援
に
寧
げ
る
こ
と
は
留

保
し
て
お
く
。

(
日
〉
連
寓
さ
れ
た
も
う
一
つ
の
「
符
」
形
式
の
文
書
ハ
資
五
1
1
5
行
の

綾
き
と
な
る
6
1
U
行
〉
を
示
し
て
お
く
。

柳
渡
・
元
中
↑
・
臨
城
・
始
昌
四
勝
司
馬
主
者
。
中
郎
嵩
/
信
停

(

倹

)

門

知

}

〔

手

力

〕

「
令
ム
報
豚
、
翠
忠
義
国
奴

一人、

/
若
剣
校
管
施
、
奥
口
口

牽
取
。
L

存
到
如
令
、
不
得
這
/
失
。
承
旨
奉
行
。
/
章
和
十
一

年
三
月
品
川
日
都
宮
起
。
/
都
官
長
史
麹
順
。

(
回
〉
こ
の
時
熱
で
は
資
四
末
行
の
「
虎
賞
賂
軍
中
丘
ハ
校
郎
」
の
箇
所
は
署

名
も
な
く
、
俵
に
こ
の
箇
所
が
存
在
し
て
い
た
と
し
て
も
省
略
さ
れ
た

で
あ
ろ
う
。

(
臼
)
圏
版
で
は
正
確
な
剣
断
は
し
が
た
い
が
、
や
は
り
別
筆
の
撲
で
あ
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る
。
機
舎
を
得
て
原
文
書
で
確
認
し
た
い
。

(
臼
〉
こ
の
黙
に
係
わ
っ
て
は
註
(
叩
)
を
参
照
。
た
だ
し
高
畠
王
の
「
諾
L

を
す
で
に
「
令
」
と
書
き
換
え
て
い
る
よ
う
な
文
書
で
日
附
の
み
親
登

と
は
考
え
難
い
。

(
日
〉
出
土
し
た
「
符
」
形
式
の
文
書
の
な
か
で
一
馬
、
「
義
和
二
年
(
六

一
五
〉
、
都
官
が
始
昌
燃
に
下
し
た
『
符
』
の
寓
し
」
(
『
文
書
』
京
、

九
八
頁
)
に
飼
れ
な
か
っ
た
。
紙
数
の
関
係
も
あ
る
が
、
こ
の
文
書
は

「
符
」
に
よ
っ
て
命
じ
ら
れ
た
王
令
が
質
際
に
寅
行
さ
れ
る
段
階
に
も

係
わ
っ
た
も
の
と
し
て
、
新
た
に
繍
れ
た
い
。
な
お
そ
の
要
旨
は
第
九

回
吐
魯
番
出
土
文
物
研
究
大
舎
で
燭
れ
た
。

(
日
山
)
門
下
的
官
制
機
構
の
最
高
官
門
下
校
郎
の
高
昌
官
制
上
の
地
位
は
、

向
書
的
官
制
機
構
の
諸
部
の
長
官
(
長
史
、
四
等
級
〉
よ
り
も
低
く
そ

の
次
官
(
司
馬
、
五
等
級
)
ク
ラ
ス
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
検
勾

す
る
側
が
低
い
の
で
あ
る
。
向
書
的
官
制
機
構
の
最
高
官
給
曹
郎
中

(
二
等
級
〉
と
の
差
は
、
同
じ
最
高
官
と
言
っ
て
も
破
格
に
相
違
し

た
。
こ
こ
に
も
巧
み
な
官
制
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
官
の
等

級
は
、
侯
燦
「
麹
氏
高
昌
王
園
官
制
研
究
」
『
文
史
』
一
一
一
一
韓
、
一
九

八
四
年
。
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it via an examination of records found in Turfan.　It also highlights

specific ａぷects of the working of the Ｔａｎｇｆｕ-ｈｉｎｇ　ｓystefti,with particular

attention paid to the actual circumstances of the soldiers involved in this

system.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｊ

　　　

Among the several points con丘rmed in this paper are, first, that the

fouｒ Ｚｈｅｃｈｏｎｇ-ｆｉぷwere established earlyバin the period of Tang control

and

　

that

　

the

　

total

　

soldiers

　

involved

　

in

　

it

　

numbered

　

some

　

three

thousand.しSecond, these soldiers were referred to ,as Weishi衛士(imperial

guards), but they actually served five one-n!onth-long tours of duty in the

lookout posts and signal towers within the province・rather･ than in the

capita､1. . Third, it may thus be surmised that the duties of these soldiers

ｗ＆ｅ less onerous than those of peasant farmers, and that their social status

was, moreover, higher than the latter.･Recognition ｏｆ･this principle of the

separation of soldier and peasant―the soldier and the peasant-farmer did

not‘occupy the same role―makes it possible to rede丘ne the fundamental

character of the Tang み-bingｓystem from this vantage point.

THE SYSTEM OF COMMUNICATION OF THE

DECREE OF Ａ･KING IN THE GAOCHANG 高昌

　　　

KINGDOM OF THE QU ,麹DYNASTY

Shirasu Joshin

　　

The Gaochang kingdom･uiiSer the Qu dynasty (A. Ｄ, 501-640) was ａ

small kingdom in Central Asia, influenced by Chinese culture.　ぺA''ithin

thisﾆtihgdom. any order received from the king ＷａＳ･‘made血tｏａ pirelimi-

nary- government document known as ling令These were rewritten as

ＭＵＯ諾; "a word of sanction by the king"j by high- o伍cials in the menがα

門下branch ｏｆﾆthegovernment structure. These officials would then･send

tｈｅがuo to the Relations department of thりｈａｎｇｓｈｕ　t＾書,which functioned

as another branch of the government. That department issued ａ document

naming the person in charge (called ｓｉｍａｚｈｕｚhe司馬主者in Ｊｕｎχian郡

蘇)ｗｈＯごべArasresponsible･for carrying‘ｏｕt゛thematter that had bee江ordered.;

　　　　　　　　　　　　　　　　　

－4－



This document was called ａか符.A bureaucrat from this department

signed this agreement, however, the column reserved for dating was at that

time left blank.　Ａ copy of this document was made and it was then

returned to the menがa branch. Upon receipt of the king's orders, the

Relations department would draw up another document known as ａル, the

purpose of which was to appoint an ofBcial to enforce the decree.　An

ｏ伍cial of theｍｅｎｘiabranch inspected this document, and after that entered

ａ date. Theｓｈａｎｇｓhｕbranch then issued this document to the responsible

official as ａか. This system of the communication of the orders of ａ king

via ａ document known as ａ /z4 is described and analyzed in this paper.

SOGDIANS IN THE TANG EMPIRE

　　　　　　　　　　　　　　　

Arakawa Masaharu

　　　

The imperial rule of the Tang extended to the neighboring foreign

countries, and continuing up　until　the　period of the high　Tang, the

government exercised ａ loose control over these countries by setting up

が-mi ｚhoｕ-か輯廳州府(“loose reign" prefectures).　The residents of these

foreign countries were　also entered as households　of commoners　in the

household registers, as was prescribed by the lｕ-linｓ律令system. Among

these foreign countries, almost ａ１１Central Asian countries ｅχtending as far

as Sogdiana were included in this system.　As ａ result, the trading

activities of Sogdians were arranged in accordance with system.　Within

the晩一ling　ｓystem, Sogdians were treated as merchants who were permitted

to be entered in the household register of their domicile of choice after they

had left their legal domicile.　The Tang government ensured the safe

passage of Sogdians via issuing them passports and allowing them access to

the Tang communication system that connected them with the imperial

capital. The Sogdian trading state established by Tang imperial order in

the firsthalf of the Tang era was entirely distinct from indigenous Sogdian

states established both before and after this period.

５


